
私
は
先
に
「
倭
の
五
王
』
（
山
川
出
版
社
、
二
○
一
○
年
）
な
る
小
著
を
刊
行
し
、
『
宋
書
』
倭
国
伝
に
登
場
す
る
五
世
紀
の
倭
の
五
王
の
外

交
と
内
政
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
こ
れ
は
「
日
本
史
リ
ブ
レ
ヅ
ト
人
」
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
「
人
を
と
お

し
て
時
代
を
よ
む
」
の
が
主
眼
で
あ
り
、
記
紀
の
伝
承
に
も
倭
の
五
王
の
姿
を
探
り
、
五
世
紀
の
歴
史
を
通
観
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
王
権

の
成
長
と
大
王
号
の
成
立
」
の
章
で
は
「
府
官
制
的
秩
序
の
導
入
」
、
「
金
石
文
に
み
る
地
方
豪
族
と
の
関
係
」
、
「
宮
廷
組
織
の
整
備
」
、
「
渡
来

人
の
役
割
」
、
「
「
治
天
下
大
王
」
の
成
立
」
な
ど
の
節
を
設
け
、
倭
王
権
の
成
長
過
程
と
支
配
組
織
構
築
の
あ
り
方
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
改

め
て
五
世
紀
の
倭
国
の
支
配
体
制
に
つ
い
て
私
案
を
整
理
し
て
み
た
い
と
思
う
“

当
該
期
の
様
相
に
関
し
て
は
、
四
～
七
世
紀
の
外
交
史
的
通
観
や
そ
の
他
の
小
文
で
適
宜
私
見
を
示
し
て
い
る
が
、
各
々
の
史
料
を
解
析
し

（
’
一
－

た
上
で
の
論
述
は
行
っ
て
い
な
い
。
記
紀
に
よ
る
と
、
神
武
紀
の
葛
城
国
造
や
部
、
成
務
記
紀
に
は
全
国
的
な
国
造
・
県
主
の
任
命
が
記
さ
れ
、

か
つ
て
は
国
造
制
・
部
民
制
や
屯
倉
制
は
倭
王
権
成
立
当
初
か
ら
、
少
な
く
と
も
五
世
紀
に
は
存
在
し
た
地
方
制
度
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
近
年
で
は
国
造
制
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
西
日
本
で
は
五
二
七
～
八
年
の
磐
井
の
乱
平
定
に
よ
る
地
方
豪
族
の
服
属
完
了
と
六
世

紀
前
半
の
加
耶
地
域
を
め
ぐ
る
百
済
と
新
羅
の
抗
争
へ
の
介
入
の
た
め
の
瀬
戸
内
海
航
路
確
保
に
関
連
し
た
凡
直
国
造
制
の
存
在
を
指
標
と
し

は
じ
め
に

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

丘
世
紀
の
銘
文
″
剣
と
倭
正
権
の
支
配
体
制

森
公
章



部
民
制
に
関
し
て
も
、
「
部
」
称
の
確
実
な
初
見
史
料
は
六
世
紀
半
ば
～
後
半
の
島
根
県
松
江
市
岡
田
山
一
号
墳
出
土
大
刀
銘
の
「
額
田
部
臣
」

と
目
さ
れ
、
額
田
部
臣
は
欽
明
子
女
の
額
田
部
皇
女
（
推
古
）
に
関
係
す
る
も
の
で
、
皇
子
女
の
名
前
に
部
称
と
関
連
す
る
呼
称
が
出
現
す
る

の
は
欽
明
子
女
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
「
部
」
称
の
由
来
と
見
な
さ
れ
る
百
済
の
二
十
二
部
司
制
が
整
備
さ
れ
る
の
が
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
頃

（
３
）

と
推
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
倭
国
の
部
民
制
も
六
世
紀
前
半
～
中
葉
、
欽
明
朝
頃
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
屯
倉
制

に
つ
い
て
は
、
国
造
の
服
属
や
部
民
制
に
よ
る
貢
納
の
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
記
紀
の
六
世
紀
以
前
の
畿
内
屯
倉
設
置
記
事

は
七
世
紀
の
推
古
朝
の
開
発
と
屯
倉
設
定
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
、
確
実
な
屯
倉
の
初
見
は
磐
井
の
乱
後
の
糟
屋
屯
倉
と
さ
れ
る
の
で
、
や
は

（
４
）

り
六
世
紀
以
降
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
知
見
に
依
拠
し
て
、
五
世
紀
に
お
け
る
二
重
身
分
、
地
方
豪
族
の
独
自
の
外
交
権
行
使
に
基
づ
く
朝
鮮
半
島
諸
国
と
の
多
元
的
通

交
、
そ
れ
が
六
世
紀
前
半
の
加
耶
諸
国
滅
亡
、
「
任
那
日
本
府
」
（
「
在
安
羅
一
諸
倭
臣
等
」
）
崩
壊
に
よ
り
、
倭
王
権
に
一
元
化
さ
れ
る
様
子

（
５
）

を
ふ
ま
え
て
、
私
は
六
世
紀
に
こ
そ
倭
王
権
に
よ
る
全
国
支
配
体
制
の
確
立
、
中
央
集
権
体
制
へ
の
胎
動
が
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
で
は
、
五

世
紀
の
倭
王
権
は
ど
の
よ
う
な
統
合
形
態
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
国
造
制
、
部
民
制
や
屯
倉
制
に
先
行
す
る
五
世
紀
の
地
方

豪
族
統
治
の
実
態
を
考
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

六
世
紀
以
前
の
記
紀
の
記
載
に
は
全
幅
の
信
頼
が
置
き
難
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
当
該
期
の
検
討
は
ま
ず
外
交
関
係
記
事
と
朝
鮮
・
中
国
史
料

と
の
照
合
、
金
石
文
な
ど
に
依
拠
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
は
断
片
的
な
内
容
で
、
全
体
像
の
復
原
が
難
し
い
の
で
、
記
紀
を
積
極
的

て
、
六
世
紀
中
葉
頃
、
東
日
本
で
は
六
世
紀
中
葉
の
地
方
豪
族
服
属
記
事
の
存
在
含
害
紀
』
安
閑
元
年
四
月
癸
丑
条
・
閏
十
二
月
是
月
条
、

欽
明
三
十
一
年
五
月
条
な
こ
と
「
書
紀
」
崇
峻
二
年
七
月
壬
辰
条
「
道
近
江
臣
満
於
東
山
道
《
使
レ
観
蝦
夷
国
境
↓
、
遣
宍
人
臣
鳫
於
東

海
道
↑
使
レ
観
東
方
海
浜
諸
国
境
《
、
遣
阿
倍
臣
於
北
陸
道
《
使
レ
観
越
等
諸
国
境
」
に
よ
っ
て
、
六
世
紀
後
半
と
考
え
る
見
解
が
有
力
に

〈
２
）

な
っ
て
い
る
。

一
一



（
７
）

た
い
。

（
６
）

に
活
用
し
た
方
途
を
模
索
す
べ
き
だ
と
す
る
立
場
も
あ
る
が
、
や
は
り
基
軸
を
維
持
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
今
回
は
表
題

の
刀
剣
銘
文
に
つ
い
て
私
見
を
示
す
こ
と
を
軸
に
、
五
世
紀
の
支
配
体
制
と
い
う
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
み
た
い
．

（
裏
）
此
廷
□
□
□
□

ｂ
埼
玉
県
行
田
市
稲
荷
山
古
墳
鉄
剣
銘

（
名
脱
ヵ
）

（
表
）
辛
亥
年
七
月
中
記
乎
獲
居
巨
上
祖
名
意
富
比
垢
其
児
多
加
利
足
尼
其
児
名
亘
巳
加
利
獲
居
Ⅱ

Ⅱ
其
児
名
多
加
披
次
獲
居
其
児
名
多
沙
鬼
獲
居
其
児
名
半
亘
比

（
裏
）
其
児
名
加
差
披
余
其
児
名
乎
獲
居
巨
世
々
為
杖
刀
人
首
奉
事
来
至
今
獲
加
多
支
函
大
王
寺
Ⅱ

Ⅱ
在
斯
鬼
宮
時
吾
左
治
天
下
令
作
此
百
練
利
刀
記
吾
奉
事
根
原
也

ｃ
熊
本
県
玉
名
郡
和
水
町
江
田
船
山
古
墳
出
土
大
刀
銘

（
治
）
〔
利
ヵ
〕
〔
九
ヵ
〕

台
天
下
獲
□
□
口
歯
大
王
世
奉
事
典
曹
人
名
元
口
亘
八
月
中
用
大
鐵
釜
井
四
尺
廷
刀
八
十
練
口
十
Ⅱ

こ
こ
で
は
五
世
紀
の
三
つ
の
銘
文
刀
剣
を
読
解
し
な
が
ら
、
金
石
文
と
い
う
一
次
史
料
に
依
拠
し
て
、
定
点
的
認
識
を
得
る
こ
と
か
ら
始
め

ａ
千
葉
県
市
原
市
稲
荷
台
一
号
墳
出
土
鉄
剣
銘

〔
安
ヵ
〕

（
表
）
王
賜
□
口
敬
□

一
銘
文
刀
剣
の
読
解

ｈ
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

一
一
一
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金石文の見取り図(1)稲荷台1号墳出土鉄剣銘，(2)稲荷山古墳出土鉄剣銘(3)江田
船山古墳出土大刀銘（森公章『東アジアの動乱と倭国』による｡）

図1銘文刀剣の見取図
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（
８
）

ｂ
の
「
辛
亥
年
」
は
五
三
一
年
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
古
墳
の
年
代
や
以
下
の
銘
文
の
読
解
を
併
考
す
る
と
、
四
七
一
年
と
見
る
の
が
よ
い
。

〈
９
）

「
乎
獲
居
巨
」
の
「
巨
」
は
「
臣
」
と
釈
読
す
る
の
が
有
力
説
で
、
こ
れ
を
カ
バ
ネ
の
オ
ミ
（
臣
）
と
読
む
か
、
「
臣
下
」
の
意
味
で
シ
ン
と
音

（
川
）

読
す
べ
き
か
と
い
う
読
み
方
で
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
銘
文
中
の
固
有
名
詞
や
尊
称
的
呼
称
で
あ
る
「
足
尼
」

（
宿
禰
）
、
「
獲
居
」
（
別
か
）
な
ど
は
一
字
一
音
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
カ
バ
ネ
の
オ
ミ
（
臣
）
を
解
す
る
の
は
難
し
く
、
ま
た
二

度
出
て
く
る
人
名
に
い
ち
い
ち
「
臣
下
」
の
意
を
添
え
る
の
も
不
審
で
あ
る
か
ら
、
字
形
か
ら
は
「
巨
」
と
判
読
可
能
と
す
る
説
を
支
持
し
た

述
の
ｂ
・
↑

で
あ
ろ
う
。

ｂ
の
。

ａ
．
ｂ
は
関
東
地
方
、
ｃ
は
九
州
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
『
宋
書
」
倭
国
伝
に
掲
載
さ
れ
た
倭
王
武
の
上
表
文
の
一
節
、
「
自
レ
昔

祖
補
躬
撞
甲
冑
《
、
賊
渉
山
川
、
不
し
暹
寧
処
・
東
征
毛
人
五
十
五
国
、
西
服
衆
夷
坐
ハ
十
六
国
、
渡
平
海
北
・
九
十
五
国
」
と
い
う
、

列
島
内
の
東
・
西
へ
の
倭
王
権
の
広
が
り
を
裏
付
け
る
材
料
に
な
る
。
ａ
の
「
王
賜
」
銘
鉄
剣
は
五
世
紀
中
葉
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
表
は
王

が
こ
の
剣
を
下
賜
す
る
の
で
、
敬
ん
で
支
配
領
域
の
安
寧
を
保
つ
よ
う
に
命
じ
る
内
容
、
裏
は
こ
の
廷
刀
（
剣
）
を
所
持
す
る
者
に
は
幸
い
が

訪
れ
る
旨
の
吉
祥
句
を
刻
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
表
面
の
「
王
賜
」
は
裏
面
よ
り
二
文
字
分
上
げ
ら
れ
た
字
配
り
で
、
拾

頭
と
い
う
敬
意
を
示
す
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
「
王
」
は
「
王
」
と
記
す
だ
け
で
わ
か
る
人
物
で
あ
る
か
ら
、
倭
王
権
の
王
と
解
さ
れ
、
後

述
の
ｂ
・
ｃ
に
よ
る
倭
王
武
の
人
物
比
定
と
倭
の
五
王
の
系
譜
関
係
を
考
慮
す
る
と
、
倭
王
済
Ⅱ
記
紀
の
允
恭
天
皇
に
比
定
す
る
の
が
有
力
説

い、
ー

○

そ
う
す
る
と
、
ｂ
は
「
辛
亥
の
年
西
七
二
七
月
中
記
す
。
乎
獲
居
巨
」
で
始
ま
り
、
上
祖
オ
ホ
ヒ
コ
か
ら
ヲ
ワ
ヶ
コ
に
至
る
系
譜
を
示

し
た
上
で
、
「
世
々
、
杖
刀
人
の
首
と
為
り
、
奉
事
し
来
り
て
今
の
獲
加
多
支
函
大
王
に
至
る
。
侍
り
て
（
寺
Ⅱ
朝
廷
の
意
と
解
す
る
説
も
あ
る
）
、

〔
刊
ヵ
〕
〔
和
ヵ
〕

Ⅱ
振
三
寸
上
好
口
刀
服
此
刀
者
長
壽
子
孫
洋
々
得
口
思
也
不
失
其
所
統
作
刀
者
名
伊
太
口
書
者
張
安
也

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

五



斯
鬼
宮
に
在
る
時
、
吾
、
天
下
を
左
治
し
、
此
の
百
練
の
利
刀
を
作
さ
し
め
、
吾
が
奉
事
の
根
原
（
源
）
を
記
す
也
」
と
い
う
内
容
を
記
し
て

い
る
と
言
え
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
ワ
カ
タ
ヶ
ル
大
王
は
記
紀
の
雄
略
天
皇
の
名
前
大
泊
瀬
幼
武
と
合
致
し
、
『
宋
書
』
倭
国
伝
の
倭
王
武
は

そ
の
う
ち
の
一
文
字
を
用
い
た
名
乗
り
と
理
解
さ
れ
る
の
で
、
倭
王
武
Ⅱ
大
泊
瀬
幼
武
尊
（
雄
略
天
皇
）
Ⅱ
ワ
カ
タ
ヶ
ル
大
王
と
な
る
。
そ
し

て
、
ワ
カ
タ
ヶ
ル
を
「
獲
加
多
支
歯
」
と
表
記
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
従
来
は
反
正
天
皇
（
瑞
歯
別
尊
）
に
比
定
さ
れ
、
「
復
□
□
□

歯
大
王
」
（
復
Ⅱ
丹
比
の
柴
議
宮
の
瑞
歯
別
尊
）
な
ど
と
釈
読
さ
れ
て
い
た
ｃ
も
、
「
天
の
下
治
ら
し
め
し
し
獲
□
□
口
歯
（
ワ
カ
タ
ヶ
ル
）
大

王
の
世
、
典
曹
に
奉
事
せ
し
人
、
名
元
利
弓
、
八
月
中
、
大
鐵
釜
を
用
い
、
四
尺
の
廷
刀
を
井
わ
す
」
と
判
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
が
ａ
～
ｃ
の
基
本
的
解
釈
で
あ
る
が
、
ａ
．
ｃ
は
銀
象
嵌
、
ｂ
は
金
象
嵌
で
、
い
ず
れ
も
倭
王
権
の
朝
廷
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ｃ
の
「
害
者
張
安
」
は
『
宋
書
」
倭
国
伝
に
倭
王
讃
の
遣
使
と
し
て
登
場
す
る
司
馬
の
曹
達
と
同
様
、
倭
王
権
に
仕
え
た
中
国
系
渡
来

人
と
目
さ
れ
る
。
ｃ
で
ム
リ
テ
・
イ
タ
ワ
の
み
に
「
名
」
と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
的
な
姓
名
を
有
す
る
張
安
に
と
っ
て
、

当
時
の
倭
国
の
人
々
の
人
名
に
は
「
名
」
と
い
う
注
釈
が
不
可
欠
と
感
じ
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
ｂ
の
銘
文
作
者
も
こ
う
し
た

（
吃
）

渡
来
人
で
あ
り
、
初
期
の
倭
国
の
漢
字
文
化
は
彼
ら
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ｃ
後
半
部
に
は
吉
祥
句
が
記
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
大
刀
所
持
者
の
た
め
に
作
刀
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
文
中
の
ム
リ
テ
は
九
州
の
豪
族
で
、
作
刀
主
体
か
つ
古
墳
被
葬
者
と
見

と
こ
ろ
が
、
ｂ
の
ヲ
ワ
ケ
コ
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
古
墳
被
葬
者
、
つ
ま
り
関
東
の
豪
族
と
見
る
説
と
、
上
祖
オ
ホ
ヒ
コ
Ⅱ
記
紀
の
大
彦
命

（
孝
元
紀
で
は
孝
元
天
皇
の
子
で
、
「
是
阿
倍
臣
・
膳
臣
・
阿
閑
臣
・
狭
狭
城
山
君
・
筑
紫
国
造
・
越
国
造
・
伊
賀
臣
、
凡
七
族
之
始
祖
也
」
と

あ
る
）
に
つ
な
が
る
系
譜
を
称
す
る
の
で
、
中
央
豪
族
で
、
被
葬
者
に
刀
を
与
え
た
者
と
見
る
説
が
あ
り
、
さ
ら
に
中
央
豪
族
で
あ
っ
た
者
が

関
東
地
方
に
下
向
し
た
（
つ
ま
り
被
葬
者
と
同
一
人
物
）
と
す
る
説
も
呈
さ
れ
て
い
る
。
ｂ
に
よ
る
と
、
ヲ
ワ
ヶ
コ
の
一
族
は
上
祖
オ
ホ
ヒ
コ

か
ら
ヲ
ワ
ヶ
コ
ま
で
八
代
の
間
、
「
世
々
」
Ⅱ
倭
王
権
の
王
の
「
世
々
」
、
杖
刀
人
首
と
し
て
奉
事
し
て
き
た
と
あ
り
、
三
世
紀
中
葉
に
遡
る
系

（
咽
）

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

一
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譜
意
識
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
点
で
地
方
豪
族
が
こ
の
よ
う
な
安
定
し
た
奉
事
の
伝
承
を
有
し
て
い

た
か
否
か
疑
問
で
あ
り
、
ま
た
稲
荷
山
古
墳
が
埼
玉
古
墳
群
の
中
で
最
初
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
で
あ
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
ヲ
ワ
ヶ
コ
を
地
方

（
Ｍ
）

豪
族
と
見
る
の
は
難
し
く
、
中
央
豪
族
と
解
す
る
説
に
左
担
し
た
い
。
後
代
の
系
図
で
は
始
祖
部
分
に
は
架
上
や
宗
家
的
氏
族
の
系
譜
へ
の
連

（
嘔
一

結
と
い
う
手
法
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ｂ
は
初
源
的
な
文
章
系
譜
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
ヲ
ワ
ヶ
コ
が
有
し
て
い
た
系
譜
意
識
を
記
し
て
い
る

で
は
、
こ
う
し
た
自
ら
の
系
譜
を
記
し
た
も
の
を
他
人
に
渡
し
、
そ
の
他
人
が
そ
れ
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
か
ら
ヲ
ワ
ケ
コ
は
中
央
豪
族
で
あ
っ
た
が
、
何
ら
の
事
情
で
北
武
蔵
に
下
向
し
て
死
去
し
、
稲
荷
山
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
と
す
る
説
が
呈

さ
れ
、
稲
荷
山
古
墳
が
埼
玉
古
墳
群
の
中
で
最
初
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
、
畿
内
と
の
関
係
で
特
異
な
墳
形
（
長
方
形
状
の
二
重
周
濠
、
中
堤

（
恥
）

に
も
墳
丘
造
出
し
に
対
応
す
る
方
形
の
造
出
し
が
あ
る
）
を
有
す
る
由
来
を
解
く
意
見
も
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
墳
形
は
埼
玉
古
墳

群
の
後
続
す
る
二
子
山
古
墳
・
鉄
砲
山
古
墳
・
瓦
塚
古
墳
に
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
畿
内
の
古
墳
と
は
異
な
る
在
地
性
豊
か
な
特
徴
を

（
Ｆ
）

有
し
て
い
る
と
す
る
意
見
も
あ
り
、
こ
の
立
場
で
は
逆
に
ヲ
ワ
ヶ
コ
Ⅱ
武
蔵
の
地
方
豪
族
説
を
裏
付
け
る
証
左
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

古
墳
築
造
方
法
の
位
置
づ
け
は
保
留
し
た
い
が
、
ヲ
ワ
ヶ
コ
Ⅱ
中
央
豪
族
説
に
依
拠
し
て
、
杖
刀
人
首
た
る
ヲ
ワ
ヶ
コ
が
関
東
か
ら
倭
王
権
に

出
仕
し
て
杖
刀
人
と
し
て
奉
仕
し
た
者
に
鉄
剣
を
下
賜
す
る
事
態
は
全
く
想
定
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ヲ
ワ
ヶ
コ
の
上
祖
オ
ホ
ヒ
コ
Ⅱ
大
彦
命
は
上
掲
孝
元
紀
に
よ
る
と
、
阿
倍
臣
・
膳
臣
の
他
に
、
伊
賀
・
近
江
・
越
・
筑
紫
な
ど
の
地
方
豪
族

を
含
む
計
七
氏
族
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
架
上
が
あ
り
、
『
古
事
記
』
孝
元
段
に
大
彦
命
の
子
建
沼
河
別
命
が
阿
倍
臣
、
比
古
伊

那
許
士
別
命
が
膳
臣
の
祖
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
古
い
伝
承
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
阿
倍
氏
は
一
兀
来
伊
賀
国
阿
拝

（
阿
閑
）
郡
を
本
拠
と
し
て
豪
族
で
、
五
世
紀
後
半
に
な
っ
て
大
和
国
の
阿
倍
の
地
（
奈
良
県
桜
井
市
阿
部
）
に
進
出
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、

阿
倍
氏
が
中
央
で
活
躍
す
る
の
は
「
書
紀
』
宣
化
元
年
二
月
壬
申
朔
条
で
阿
倍
臣
大
麻
呂
が
大
夫
に
な
っ
て
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
と
い

も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制
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（
肥
）

う
．
し
た
が
っ
て
大
彦
命
の
本
来
の
後
壱
氏
族
は
膳
臣
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ｄ
『
書
紀
』
景
行
五
十
三
年
十
月
条

至
：
上
総
国
、
従
海
路
渡
淡
水
門
・
是
時
聞
覚
賀
烏
之
声
、
欲
し
見
：
其
鳥
形
・
尋
而
出
海
中
、
冊
得
白
蛤
《
・
於
し
是
、

膳
臣
遠
祖
名
磐
鹿
六
鴫
、
以
レ
蒲
為
手
綴
、
白
蛤
為
し
膳
而
進
し
之
。
故
美
六
膓
臣
之
功
、
而
賜
膳
大
伴
部
。

ｅ
「
本
朝
月
令
」
所
引
「
高
橋
氏
文
」
逸
文
景
行
五
十
三
年
十
月
条

（
上
略
）
爾
時
磐
鹿
六
潟
命
申
久
、
六
癌
令
料
理
犬
将
供
奉
止
白
尺
、
遣
喚
無
邪
志
国
造
上
祖
大
多
毛
比
・
知
々
夫
国
造
上
祖
天
上
腹

天
下
腹
人
等
、
為
膳
及
煮
焼
、
雑
造
盛
火
、
（
中
略
）
大
倭
国
者
以
行
事
負
し
名
国
奈
利
。
磐
鹿
六
稿
命
波
、
朕
我
王
子
等
剛
阿
禮
子
孫

乃
八
十
連
属
鯛
遠
々
長
々
、
天
皇
我
天
津
御
食
乎
、
斎
忌
取
持
尺
仕
奉
山
負
賜
Ｘ
ｏ
則
若
湯
坐
連
等
始
祖
物
部
意
富
売
布
連
乃
侃
大
刀
乎
令
レ
脱

置
天
副
賜
支
。
又
此
行
事
者
、
大
伴
立
隻
尺
応
瞥
仕
奉
、
物
止
在
止
勅
犬
、
日
竪
日
横
陰
面
背
面
乃
諸
国
人
乎
割
移
犬
、
大
伴
部
止
号
犬
、
賜
於

磐
鹿
六
搗
命
。
又
諸
氏
人
東
方
諸
国
造
十
七
氏
乃
枕
子
各
一
人
令
レ
進
天
、
平
次
比
例
給
犬
依
賜
文
。
（
下
略
）

ｆ
『
書
紀
』
安
閑
元
年
四
月
癸
丑
朔
条

内
膳
卿
膳
臣
大
麻
呂
、
奉
レ
勅
、
遣
レ
使
求
珠
伊
甚
・
伊
甚
国
造
等
詣
レ
京
遅
晩
、
蹄
レ
時
不
し
進
。
膳
臣
大
麻
呂
大
怒
収
縛
国
造
等
、

推
問
所
由
・
国
造
稚
子
直
等
恐
權
、
逃
匿
後
宮
内
寝
・
春
日
皇
后
不
し
知
直
入
、
驚
駮
而
顛
、
術
悦
無
し
己
。
稚
子
直
等
兼
坐
鴇
閾

入
罪
、
当
し
科
重
。
謹
專
為
皇
后
献
伊
甚
屯
倉
、
諸
し
贈
闘
入
之
罪
・
因
定
伊
甚
屯
倉
・
今
分
為
し
郡
属
上
総
国
・

膳
臣
の
祖
は
．
．
ｅ
の
磐
鹿
六
鴫
命
と
さ
れ
、
景
行
記
紀
の
東
国
行
幸
に
供
奉
し
、
調
理
の
功
績
に
よ
っ
て
膳
大
伴
部
を
賜
与
さ
れ
た
と
い

い
、
ｅ
・
ｆ
に
よ
る
と
、
膳
臣
は
東
国
の
国
造
を
役
使
し
て
お
り
、
東
国
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。
駿
河
以
東
の
東
国
に
分
布
す
る
大
伴
部
は

（
岨
〉

膳
大
伴
部
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
＆
ま
た
大
彦
命
Ⅱ
膳
臣
祖
説
で
は
、
ｂ
の
系
譜
の
第
二
代
の
タ
ヵ
リ
ノ
ス
ク
ネ
や
第
三
代
の
テ

ョ
カ
リ
ワ
ケ
ニ
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
大
彦
命
の
子
建
詔
河
別
命
の
子
に
「
豐
韓
別
命
〈
穂
積
氏
、
安
部
氏
、
阿
閑
臣
、
伊
賀
臣
等
七
族
遠
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こ
う
し
た
膳
臣
の
性
格
と
と
も
に
、
ｆ
に
窺
わ
れ
る
倭
王
権
の
支
配
構
造
に
も
留
意
し
た
い
。
即
ち
、
ｆ
で
は
伊
甚
国
造
に
対
す
る
珠
（
安

房
地
域
を
含
む
上
総
国
か
ら
は
鰻
が
貢
進
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
関
連
し
た
も
の
か
）
献
上
命
令
は
、
大
王
が
直
接
指
示
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
「
内
膳
卿
」
で
あ
る
膳
臣
大
麻
呂
を
介
し
て
下
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
珠
貢
上
の
直
接
の
責
任
者
は
膳
臣
で
あ
っ
た
の
で
、
遅

参
し
た
国
造
ら
を
諺
責
す
る
の
も
膳
臣
の
役
割
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

大
王
ｌ
内
膳
卿
膳
臣
大
麻
呂
ｌ
伊
甚
国
造
稚
子
Ｉ
（
伊
甚
屯
倉
）

と
い
う
関
係
で
、
こ
う
し
た
事
例
は
『
害
紀
』
宣
化
元
年
五
月
辛
丑
朔
条
の
那
津
官
家
設
置
に
際
す
る
穀
運
送
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

的
役
割
に
従
事
す
る
一
方
で
、

て
い
た
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。

祖
也
〉
」
と
見
え
る
）
な
ど
に
、
磐
鹿
六
鴫
命
と
共
通
す
る
「
カ
リ
」
を
含
む
名
辞
が
見
え
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
と
す
る
。
膳
臣
は
「
書
紀
』

履
中
三
年
十
一
月
辛
未
条
に
膳
臣
余
磯
が
磐
余
稚
櫻
宮
に
近
侍
し
て
酒
を
献
じ
た
話
（
ｅ
と
同
じ
く
、
物
部
氏
の
者
も
と
も
に
近
侍
し
て
お
り
、

桜
花
を
見
つ
け
た
の
で
、
稚
桜
部
造
を
賜
姓
さ
れ
、
ま
た
膳
臣
余
磯
も
稚
桜
部
臣
を
与
え
ら
れ
た
と
あ
る
）
、
雄
略
二
年
十
月
丙
子
条
で
は
膳

臣
長
野
が
宍
謄
を
作
り
、
宍
人
部
が
設
置
さ
れ
た
記
事
な
ど
、
食
膳
の
奉
献
で
活
躍
す
る
例
も
多
い
が
、
欽
明
六
年
三
月
・
十
一
月
条
の
膳
臣

巴
提
便
の
よ
う
に
百
済
に
派
遣
さ
れ
て
軍
事
面
で
活
動
す
る
話
、
同
三
十
一
年
五
月
条
の
膳
臣
傾
子
の
場
合
は
高
句
麗
使
の
饗
客
と
い
う
外
交

的
役
割
に
従
事
す
る
一
方
で
、
崇
峻
即
位
前
紀
で
は
蘇
我
馬
子
に
味
方
し
て
、
物
部
守
屋
追
討
に
参
戦
し
て
お
り
、
や
は
り
軍
事
力
を
兼
備
し

蘇
我
氏
と
尾
張
氏
に
は
系
譜
的
つ
な
が
り
は
な
く
、
蘇
我
氏
が
「
本
居
」
と
称
す
る
（
推
古
三
十
二
年
十
月
癸
卯
朔
条
）
葛
城
の
地
に
お
け

大
王

九
世
紀
の
銘
文
″
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

蘇
我
大
臣
稲
目
宿
禰
ｌ

物
部
大
連
鹿
鹿
火
ｌ

阿
倍
臣
Ｉ

阿
蘇
佃
君
ｌ
河
内
国
茨
田
屯
倉

尾
張
連
Ｉ
尾
張
国
屯
倉

新
家
連
Ｉ
新
家
屯
倉

伊
賀
臣
ｌ
伊
賀
国
屯
倉
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天
皇
命
大
皇
弟
《
、
宣
ド
増
換
冠
位
階
名
↓
及
氏
上
、
民
部
・
家
部
等
事
ｔ
ｏ
其
冠
有
廿
六
階
。
（
中
略
）
其
大
氏
之
氏
上
賜
大
刀
↓
、

小
氏
之
氏
上
賜
小
刀
§
、
其
伴
造
等
氏
上
賜
干
楯
弓
矢
・
亦
定
其
民
部
・
家
部
《
．

そ
う
す
る
と
、
ｂ
の
ヲ
ワ
ヶ
コ
は
中
央
豪
族
で
杖
刀
人
首
の
地
位
に
あ
り
、
東
国
か
ら
上
番
し
て
杖
刀
人
に
な
っ
た
者
を
指
揮
し
、
自
ら
の

系
譜
と
奉
事
根
源
を
記
し
た
鉄
剣
を
賜
与
す
る
こ
と
で
、
杖
刀
人
首
ｌ
杖
刀
人
の
関
係
を
通
じ
て
、
杖
刀
人
の
奉
事
を
確
認
す
る
効
果
を
期
待

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
職
位
確
認
に
伴
う
武
器
の
賜
与
は
ｇ
の
甲
子
宣
に
事
例
が
あ
る
。
ま
た
ｅ
に
よ
る
と
、
景
行
は
磐
鹿

六
鴨
命
の
職
位
確
認
の
た
め
に
、
同
じ
く
随
従
し
て
い
た
若
湯
坐
連
の
祖
物
部
意
富
売
布
連
の
侃
大
刀
を
賜
与
し
て
お
り
、
磐
鹿
六
鴫
命
は
自

分
と
全
く
関
係
の
な
い
大
刀
を
所
持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
王
か
ら
の
賜
与
で
、
上
述
の
よ
う
な
地
方
豪
族
と
の

間
に
介
在
す
る
中
央
有
力
豪
族
に
よ
る
関
係
確
認
方
法
は
不
明
で
あ
り
、
ｂ
の
理
解
を
裏
付
け
る
補
強
材
料
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

（
〃
）

雄
略
朝
は
伊
勢
神
宮
奉
祀
の
開
始
や
倭
王
権
の
東
国
進
出
の
上
で
も
画
期
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
埼
玉
古
墳
群
で
最
初
の
築
造
者
で
あ

る
新
興
の
武
蔵
の
豪
族
と
の
関
係
確
立
、
代
々
の
倭
王
に
遡
る
関
係
意
識
の
植
え
付
け
の
た
め
に
も
、
ｂ
の
よ
う
な
鉄
剣
を
賜
与
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

る
高
尾
張
邑
の
存
在
（
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
九
月
戊
辰
条
）
、
即
ち
継
体
大
王
の
倭
王
権
継
承
、
尾
張
連
草
香
の
女
目
子
媛
所
生
の
安
閑
・

（
別
）

宣
化
の
即
位
に
伴
う
尾
張
氏
の
畿
内
に
お
け
る
拠
点
の
獲
得
と
い
う
地
縁
的
関
係
く
ら
い
し
か
想
起
で
き
な
い
が
、
「
天
孫
本
紀
」
に
十
一
世

孫
物
部
竺
志
連
公
の
子
孫
と
あ
る
新
家
連
と
物
部
氏
、
同
じ
く
大
彦
命
の
子
孫
と
さ
れ
る
阿
倍
臣
と
伊
賀
臣
に
は
系
譜
的
関
係
も
存
し
た
。
し

た
が
っ
て
倭
王
権
の
大
王
は
そ
の
基
盤
と
な
る
畿
内
に
関
す
る
事
柄
は
管
掌
者
に
直
接
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
畿
外
、
即
ち
地
方

豪
族
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
の
深
い
中
央
有
力
豪
族
が
介
在
し
て
指
示
を
伝
達
し
、
各
地
域
の
豪
族
が
執
行
す
る
し
く
み
で
あ
っ
た
こ

（
幻
）

と
に
な
り
、
こ
れ
は
六
世
紀
以
前
か
ら
の
様
態
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ｇ
『
書
紀
』
天
智
三
年
二
月
丁
亥
条

一

○



ら
検
討
す
る
た
め
に
、
次
に
『
宋
書
」
倭
国
伝
や
記
紀
な
ど
日
本
側
の
諸
文
献
に
窺
わ
れ
る
王
権
と
地
方
豪
族
の
関
係
全
般
を
考
究
す
る
こ
と

て
冊
立
を
求
め
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
通
交
の
様
態
を
年
表
風
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

に
し
た
い
。

以
上

『
宋
書
」
倭
国
伝
に
よ
る
と
、
五
世
紀
の
倭
国
に
は
讃
・
珍
・
済
・
興
・
武
の
五
人
の
王
、
倭
の
五
王
が
お
り
、
中
国
南
朝
の
宋
に
朝
貢
し

四
三
○
年
（
倭
王
の
遣
使
）
《
文
帝
本
紀
》

四
三
八
年
珍
：
．
自
称
「
使
持
節
都
督
倭
・
百
済
・
新
羅
・
任
那
・
秦
韓
・
慕
韓
六
国
諸
軍
事
、
安
東
大
将
軍
倭
国
王
」
↓
除
正
「
安
東

四
二
五
年
讃
…
司
馬
曹
達
を
派
遣

四
二
一
年
倭
讃
…
宋
に
遣
使
、
除
授
あ
り

四
六
二
年
興
…
除
正
「
安
東
将
軍
倭
国
王
」

四
七
八
年
武
…
自
称
「
使
持
節
都
督
倭
・
百
済
・
新
羅
・
任
那
・
加
羅
・
秦
韓
・
慕
韓
七
国
諸
軍
事
、
安
東
大
将
軍
倭
国
王
」
↓
除

正
「
使
持
節
都
督
倭
・
新
羅
・
任
那
や
加
羅
・
秦
韓
・
慕
韓
六
国
諸
軍
事
、
安
東
大
将
軍
倭
王
」
。
「
寵
自
仮
開
府
儀

四
四
三
年
済
…
除
正
「
安
東
将
軍
倭
国
王
」

四
五
一
年
済
…
加
除
「
使
持
節
都
督
倭
・
新
羅
・
任
那
・
加
羅
・
秦
韓
・
慕
韓
六
国
諸
軍
事
」
二
十
三
人
の
軍
・
郡
を
除
正

ａ
～
ｃ
の
銘
文
刀
剣
の
読
解
に
関
連
し
て
、
特
に
課
題
の
多
い
ｂ
に
つ
い
て
私
見
を
整
理
し
た
。
そ
の
理
解
の
当
否
を
別
の
角
度
か

一
一

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

倭
王
権
と
地
方
豪
族
の
関
係

将
軍
倭
国
王
」
。
倭
晴
ら
十
三
人
の
平
西
・
征
虜
・
冠
軍
・
輔
国
将
軍
号
の
除
正
を
求
め
る

■－－－－－■

一



ま
ず
高
句
麗
に
関
し
て
は
、
安
岳
三
号
墳
墓
誌
（
冬
寿
墓
誌
、
東
晋
・
永
和
十
三
年
三
五
七
ご
の
「
使
持
節
都
督
諸
軍
事
平
東
将
軍
撫

夷
校
尉
楽
浪
相
昌
黎
玄
菟
帯
方
太
守
都
郷
侯
」
、
徳
興
里
壁
画
古
墳
墓
誌
（
某
氏
鎮
墓
誌
、
永
楽
十
八
年
（
四
○
八
）
）
の
「
建
威
将
軍
国
小
大

（
劉
）

兄
左
将
軍
龍
嬢
将
軍
遼
東
太
守
使
持
節
東
夷
校
尉
幽
州
刺
史
」
と
い
う
肩
書
の
二
人
の
亡
命
中
国
人
の
事
例
が
注
目
さ
れ
る
。
彼
ら
が
有
す
る

中
国
風
の
職
位
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
虚
号
と
見
る
の
が
有
力
な
見
解
で
、
『
宋
書
三
局
句
麗
伝
に
見
え
る
長
史
も
外
交
使
節
と
し
て
の
称
号

で
あ
っ
て
、
府
官
と
し
て
の
実
質
的
な
職
務
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
高
句
麗
に
は
中
国
と
の
通
交
で
臣
下
の
官
爵

（
弱
）

除
正
を
求
め
た
事
例
は
な
く
、
高
句
麗
が
府
官
制
的
秩
序
そ
の
も
の
を
国
内
秩
序
形
成
に
導
入
し
て
い
た
様
子
は
窺
え
な
い
。

但
し
、
冬
寿
が
楽
浪
相
を
名
乗
る
の
は
、
高
句
麗
王
が
楽
浪
公
の
官
爵
を
得
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
そ
の
臣
僚
た
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
安
岳
三
号
墳
墓
誌
で
は
東
晋
年
号
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
徳
興
里
壁
画
古
墳
墓
誌
で
は
広
開
土
王
の
永
楽
年
号
が

使
用
さ
れ
て
お
り
、
高
句
麗
の
国
内
統
制
が
進
展
し
て
い
る
様
子
が
看
取
で
き
る
。
鎮
は
中
国
風
の
将
軍
・
郡
太
守
号
と
と
も
に
、
高
句
麗
の

同
三
司
、
其
余
威
仮
授
」

こ
こ
で
は
当
時
の
倭
王
権
の
構
造
的
特
質
や
地
方
豪
族
と
の
関
係
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
府
官
制
的
秩
序
の
導
入
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

け
る
宮
廷
組
織
生
成
の
問
題
を
検
討
す
る
。
倭
の
五
王
、
あ
る
い
は
朝
鮮
諸
国
の
高
句
麗
王
や
百
済
王
は
中
国
南
北
朝
と
の
通
交
の
際
に
将
軍

号
を
賜
与
さ
れ
て
い
た
。
将
軍
は
幕
府
を
開
き
、
幕
府
を
構
成
す
る
官
人
、
即
ち
府
官
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
中
国
王
朝
の

将
軍
号
を
て
こ
に
、
下
位
の
将
軍
と
の
上
下
関
係
の
明
確
化
や
府
官
の
任
命
に
よ
る
官
僚
組
織
編
成
を
推
進
し
、
国
内
統
治
体
制
を
強
化
す
る

（
鰯
）

こ
と
、
こ
れ
が
府
官
制
的
秩
序
を
導
入
す
る
眼
目
に
な
る
。
倭
国
の
場
合
は
府
官
と
し
て
は
讃
の
時
の
司
馬
の
曹
達
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
、
珍

の
時
の
十
三
人
の
将
軍
号
除
正
、
済
の
時
の
二
十
三
人
の
軍
・
郡
（
将
軍
号
と
郡
太
守
号
）
除
正
が
判
明
す
る
が
、
倭
晴
以
外
に
は
具
体
的
人

名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
も
う
少
し
史
料
が
豐
富
な
高
句
麗
・
百
済
の
あ
り
方
を
参
照
し
な
が
ら
、
倭
国
の
国
内
情
勢
を
考
え
る
手

が
か
り
と
し
た
い
。

一
一
一



百済王配下の王・侯と府官表1

久爾辛王5年（景平2＝424）〔『宋書』百済伝〕

長史張威

砒有王24年（元嘉27=450)[｢宋書』百済伝〕

臺使薇野夫→西河太守

蓋歯王4年（大明2＝458）〔｢宋書j百済伝〕

行冠車将軍右賢王余紀→冠軍将軍

行征虜将軍左賢王余昆→征虜将軍

行征虜将軍余量→征虜将軍

行輔国将軍余都→輔国将軍

行輔田将軍余父→輔国将軍

行龍駿将軍沐衿→龍驍将軍

行龍騒将車余爵→龍驍将軍

行寧朔将軍余流→寧朔将軍

行寧朔将軍嘩貴→寧朔将軍

行建武将軍子西→建武将軍

行建武将軍余婁→建武将軍

蓋歯壬18年（延興2＝472）〔職耆』百済仏〕

冠軍将軍鮒馬都尉弗斯侯長史余礼

龍艤将軍帯方太守司馬張茂

東城王8年（永明8＝490）〔『南斉書j百済伝〕

寧朔将軍面中王姐理〔→〕行冠軍将軍都将軍都漢王→冠軍将軍都将軍

建威将軍八中侯余古〔→〕行寧朔将軍阿錯王→寧朔将軍

建威将軍余歴〔→〕行龍驍将軍遇盧王→龍駿将軍

廣武将軍余固〔→〕行建威将軍弗斯侯→建威将軍

行建威将軍廣陽太守兼長史高達→建威将軍廣陽太守

行建威将軍朝鮮太守兼司馬楊茂→建威将軍朝鮮太守

行宣威将軍兼参軍会逼→宣威将軍

東城王17年（建武2＝495）〔｢南斉書』百済伝〕

行征虜将軍逼羅王沙法名→征虜将軍

行安国将軍牌中王賛首流→安国将軍

行武威将軍弗中侯解礼昆→武威将軍

行廣威将軍面中侯木干那→廣威将軍

行龍醸将軍楽浪太守兼長史慕遺→龍驍将軍

行建武将軍城陽太守兼司馬王茂→建武将軍

兼参単行振武将軍朝鮮太守張塞→振武諸軍

行揚武将軍陳明→揚武将軍

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

一
凸
今
一

一
一
一

※〔→〕・「行」は仮授、→は除正を示す



十
三
等
官
位
制
の
官
名
（
「
国
小
大
兄
」
は
第
七
等
の
大
兄
か
）
を
称
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目

し
た
い
。
高
句
麗
に
は
多
く
の
亡
命
中
国
人
が
仕
え
て
お
り
、
彼
ら
を
統
制
す
る
た
め
に
は
高
句

麗
王
の
冊
封
号
を
前
提
と
す
る
府
官
制
に
基
づ
く
秩
序
構
築
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
ち
が
い

な
く
、
同
時
に
高
句
麗
独
自
の
官
位
制
度
の
中
に
編
入
す
る
努
力
も
払
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
五
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る
牟
頭
妻
墓
誌
に
は
高
句
麗
人
の
中
級
貴
族
一
族
の
動
向
が
知
ら

（
妬
）

れ
（
大
兄
・
大
使
者
な
ど
の
官
位
、
北
扶
余
方
面
の
防
衛
な
ど
）
、
高
句
麗
で
は
亡
命
中
国
人
と

在
来
の
高
句
麗
人
を
と
も
に
支
配
機
構
の
中
に
取
り
込
み
、
独
自
の
十
三
等
官
位
制
に
よ
る
秩
序

（
幻
）

形
成
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

次
に
百
済
の
場
合
は
、
史
料
上
の
府
官
の
初
見
は
四
二
四
年
と
、
倭
国
よ
り
も
後
出
で
あ
る
が
、

対
中
国
外
交
は
百
済
の
方
が
先
行
し
て
お
り
、
む
し
ろ
倭
国
よ
り
も
古
く
か
ら
府
官
制
的
秩
序
が

（
犯
）

導
入
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
百
済
の
中
国
的
官
爵
取
得
の
状
況
は
、
将
軍
号
が
全
員
に
授

与
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
王
侯
号
と
太
守
号
は
そ
の
対
象
が
裁
然
と
区
分
さ
れ
て
い
る
と
い

う
特
色
が
存
す
る
。
即
ち
、
百
済
王
が
王
・
侯
を
仮
授
し
た
の
は
、
余
姓
を
称
す
る
王
族
や
『
階

書
」
百
済
伝
に
「
国
中
大
姓
有
・
八
族
↑
・
沙
氏
、
燕
氏
、
品
氏
、
解
氏
、
貞
（
真
ヵ
）
氏
、
国
氏
、

木
氏
、
首
氏
」
と
あ
る
大
姓
八
族
の
人
々
で
あ
っ
た
。
一
方
、
太
守
号
を
仮
授
さ
れ
た
者
た
ち
は

外
交
使
節
と
し
て
南
朝
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
四
七
二
年
の
弗
斯
侯
長
史
余
礼
を
除
く
と
、
い
ず

れ
も
府
官
を
帯
し
て
中
国
系
の
姓
を
持
つ
人
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
両
者
は
除
正
申
請
の
際
に
も
明
確
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
四
九
五
年
の
事
例
で
は
上
表
自

表2宋の将軍号官品表

ロ
ｍ
ｐ
ｍ

凸

一
一
一

第
第

大将軍／諸位従公

特進／驍騎、車騎、衛将軍／諸大将軍／諸持節都督

侍中／散騎常侍／四征、四鎮中軍、鎮軍､撫軍将軍''四安、川平、左・

右、前・後、征盧、冠軍、輔国、竜驍将軍／光禄大夫／領護軍／県侯

二衛、驍騎、遊撃、四軍将軍／左・右中郎将／五校尉／寧湖、五威、

五武将軍／四中郎将／刺史領兵者／戎蛮校尉／御史中丞／郷侯

散騎侍郎／謁者僕射／三将／積射、彊弩将軍／鷹揚、折衝、軽車、揚烈、

威遠、寧遠、虎威、材官、伏波、凌江将軍／刺史不領兵者／郡国太守

内史相／亭侯

ロ
叩

一
一
一第

一

四第四品

第五品



倭
の
五
王
と
記
紀
の
天
皇
と
の
同
定
は
な
お
問
題
が
残
る
が
（
記
紀
の
在
位
年
代
と
倭
の
五
王
の
遣
使
年
次
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
）
、

倭
王
武
Ⅱ
大
泊
瀬
幼
武
尊
（
雄
略
天
皇
）
Ⅱ
ワ
カ
タ
ヶ
ル
大
王
を
手
が
か
り
に
考
え
る
と
、
興
は
安
康
、
済
は
允
恭
に
比
定
さ
れ
、
こ
こ
ま
で

は
確
実
性
が
高
い
が
、
讃
・
珍
に
つ
い
て
は
比
定
が
定
ま
ら
ず
、
『
宋
書
」
倭
国
伝
で
は
讃
・
珍
と
済
・
興
・
武
の
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
な

い
点
、
一
系
統
の
王
統
か
二
系
統
の
並
立
か
と
い
う
問
題
を
含
め
て
、
保
留
し
て
お
き
た
い
。
但
し
、
『
書
紀
』
の
対
外
関
係
記
事
や
外
国
史

料
に
基
づ
く
修
正
紀
年
に
よ
っ
て
、
応
神
～
反
正
が
讃
・
珍
の
比
定
候
補
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
該
期
の
記
紀
の
記
述
で
は
、

王
位
継
承
に
際
し
て
兄
弟
ま
た
は
王
族
間
で
争
い
が
起
き
た
り
、
一
人
の
女
性
を
め
ぐ
っ
て
一
方
が
殺
害
さ
れ
た
り
す
る
話
が
散
見
し
て
お
り

含
書
紀
』
仁
徳
即
位
前
紀
、
仁
徳
四
十
年
二
月
条
、
履
中
即
位
前
紀
、
安
康
元
年
二
月
戊
辰
朔
条
、
雄
略
即
位
前
紀
、
清
寧
即
位
前
紀
な
ど
）
、

体
が
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
た
（
『
南
斉
害
』
百
済
伝
）
。
双
方
に
授
与
さ
れ
て
い
る
将
軍
号
は
、
王
侯
層
と
府
官
層
に
分
か
れ
て
い
る
政
治
的

階
層
を
一
元
的
に
秩
序
づ
け
る
上
で
大
き
な
機
能
を
果
す
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
百
済
で
は
、
王
に
対
し
て
一
定
の
自

立
性
を
有
す
る
王
族
・
有
力
貴
族
を
封
建
的
な
王
・
侯
に
、
王
の
臣
僚
と
し
て
の
性
格
が
強
い
中
国
系
の
府
官
層
を
官
僚
制
的
地
方
支
配
を
示

す
太
守
に
任
じ
る
と
い
う
二
重
構
造
が
看
取
さ
れ
、
既
に
独
自
の
官
位
制
が
萌
芽
し
て
い
た
高
句
麗
と
比
べ
る
と
、
な
お
中
国
官
爵
・
府
官
制

（
羽
）

に
よ
る
秩
序
構
築
に
依
存
す
る
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
倭
国
の
場
合
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
倭
国
は
臣
下
に
対
し
て
将
軍
号
・
郡
太
守
号
除
正
を
申
請
し
て
お
り
、
百
済
の
あ
り
方
に
近
い

が
、
王
侯
号
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
四
三
八
年
の
倭
王
珍
が
得
た
安
東
将
軍
号
（
四
安
将
軍
の
一
つ
）
は
倭
階
ら
の
将
軍
号
と
同
じ
第
三
品
で

は
あ
る
が
、
上
位
の
将
軍
号
で
あ
り
、
倭
王
が
国
内
秩
序
を
統
制
す
る
地
位
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
但
し
、
倭
晴
の
平
西
将
軍
（
四

平
将
軍
の
一
つ
）
と
は
僅
か
に
一
階
の
差
で
あ
り
、
そ
こ
に
当
時
の
倭
国
の
王
権
の
性
格
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
倭
暗

（
鋤
）

は
倭
王
と
同
じ
く
「
倭
」
姓
を
名
乗
っ
て
お
り
、
百
済
王
配
下
の
王
・
侯
と
同
様
、
王
と
同
族
ま
た
は
同
程
度
の
者
が
王
権
を
補
佐
す
る
構
造

は
倭
王
と
同
じ
く
「
倭
」
“

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制
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弓
月
君
自
百
済
来
帰
。
因
以
奏
之
日
、
己
国
之
人
夫
百
廿
県
而
帰
化
。
然
因
新
羅
人
之
拒
。
、
皆
留
加
羅
国
・
差
遣
葛
城
襲
津

彦
而
召
弓
月
之
人
夫
於
加
羅
・
然
経
三
年
而
襲
津
彦
不
し
来
焉
。
（
↓
応
神
十
六
年
八
月
条
で
平
群
木
菟
ら
を
派
遣
し
、
帰
還
・
到
来
）

記
紀
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
は
葛
城
氏
が
代
々
の
王
后
を
輩
出
し
て
お
り
、
そ
の
伝
承
的
な
始
祖
で
あ
る
葛
城
襲
津
彦
は
朝
鮮
諸
国
と
の

通
交
に
も
活
躍
し
て
い
る
。
ｈ
・
ｉ
で
は
葛
城
氏
が
渡
来
人
の
掌
握
に
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
、
ｈ
が
菫
日
紀
」
で
の
渡
来
人
初

置
記
事
に
な
る
。
葛
城
氏
が
本
拠
と
す
る
大
和
盆
地
西
南
部
に
は
南
郷
遺
跡
群
や
名
柄
遺
跡
・
鴨
都
波
遺
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

渡
来
人
を
配
下
に
収
め
、
先
進
文
物
・
人
材
を
優
先
的
に
獲
得
し
て
、
農
業
生
産
技
術
や
手
工
業
生
産
な
ど
の
面
で
倭
王
権
を
主
導
す
る
様
相

（
犯
）

を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
記
紀
に
は
ま
た
、
仁
徳
天
皇
が
吉
備
の
兄
媛
ま
た
は
吉
備
海
部
直
の
女
黒
媛
や
日
向
の
諸
県
君
の
女
髪
長
媛
な
ど

（
粥
）

地
方
有
力
豪
族
の
女
と
結
婚
す
る
話
が
あ
り
、
倭
王
権
を
構
成
す
る
地
方
豪
族
も
重
要
で
あ
っ
た
。

倭
国
の
支
配
層
内
部
の
拮
抗
状
況
が
看
取
で
き
る
。
ま
た
倭
王
珍
は
十
三
人
、
済
は
二
十
三
人
の
官
爵
除
正
を
申
請
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
百

済
の
よ
う
な
王
侯
層
と
府
官
層
の
区
別
は
窺
わ
れ
な
い
が
、
人
数
の
点
で
は
表
１
の
百
済
よ
り
も
多
く
、
よ
り
複
数
の
有
力
勢
力
が
王
権
を
支

（
瓠
）

え
る
構
造
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

ｈ
『
書
紀
』
神
功
五
年
三
月
己
酉
条

（
上
略
）
襲
津
彦
使
レ
人
、
令
レ
看
病
者
、
既
知
し
欺
而
捉
新
羅
使
者
三
人
ゞ
、
納
濫
中
以
レ
火
焚
而
殺
。
乃
詣
新
羅
↓
、
次
子
路
輔

津
、
抜
草
羅
城
還
之
。
是
時
俘
人
等
、
今
桑
原
・
佐
嘩
・
高
宮
・
忍
海
、
凡
四
邑
漢
人
等
之
始
祖
也
。

ｈ
『
書
紀
』
神
功
五
年
三
月
己
酉

（
上
略
）
襲
津
彦
使
レ
人
、
令
レ
君

津
、
抜
草
羅
城
還
之
。
是
一

ｉ
『
書
紀
」
応
神
十
四
年
是
歳
条

ｊ
「
書
紀
』
雄
略
七
年
八
月
条

官
者
吉
備
弓
削
部
虚
空
取
レ
急
帰
し
家
。
吉
備
下
道
臣
前
津
屋
〈
或
本
云
、
国
造
吉
備
臣
山
〉
留
使
虚
空
、
経
し
月
不
レ
肯
し
聴
：
上
京

都
・
天
皇
遣
身
毛
君
丈
夫
召
焉
。
虚
空
被
し
召
来
言
、
前
津
屋
以
：
小
女
》
為
ゞ
天
皇
人
、
以
具
大
女
・
為
：
己
人
、
競
令
相
闘
・
、

五
世
紀
の
銘
文
″
剣
と
倭
張
権
の
支
配
体
制
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吉
備
上
道
臣
田
狹
侍
於
殿
側
、
盛
称
稚
媛
於
朋
友
《
日
、
天
下
麗
人
莫
レ
若
吾
婦
。
（
中
略
）
天
皇
傾
レ
耳
遙
聴
、
而
心
悦
焉
。
便

欲
ド
自
求
稚
媛
、
為
仙
女
御
に
、
拝
田
狭
為
任
那
国
司
、
俄
而
天
皇
幸
稚
媛
・
田
狭
臣
姿
稚
媛
↓
、
而
生
兄
君
・
弟
君
也
〈
別

本
云
、
田
狭
臣
婦
名
毛
媛
、
葛
城
襲
津
彦
子
玉
田
宿
禰
之
女
也
。
天
皇
聞
体
貌
閑
麗
、
殺
し
夫
自
幸
焉
〉
・
田
狭
既
之
任
所
、
間
天

皇
之
幸
其
婦
“
、
思
奮
欲
求
し
援
而
入
新
羅
。
干
し
時
新
羅
不
し
事
中
国
・
天
皇
詔
田
狭
臣
子
弟
君
与
吉
備
海
部
直
赤
尾
《
日
、
汝

宜
↓
往
罰
一
新
羅
一
・
於
レ
是
西
漢
才
伎
勧
因
知
利
在
し
側
。
乃
進
而
奏
日
、
巧
一
於
奴
者
、
多
在
一
韓
国
一
・
可
一
召
而
使
↓
・
天
皇
詔
群
臣
↓

日
、
然
則
宜
下
以
勧
因
知
利
一
副
弟
君
等
一
、
取
道
於
百
済
一
、
井
下
一
一
勅
害
一
、
令
ｋ
し
献
巧
者
ｂ
於
し
是
弟
君
街
し
命
率
し
衆
行
、
到
：

百
済
、
而
入
乏
其
国
一
・
（
中
略
・
父
田
狭
か
ら
連
携
し
て
倭
王
権
に
対
抗
す
る
こ
と
の
勧
誘
あ
り
）
弟
君
之
婦
樟
媛
、
国
家
情
深
、
君

臣
義
切
、
忠
踊
白
日
、
節
冠
二
青
松
、
悪
斯
謀
叛
、
盗
殺
其
夫
、
隠
理
室
内
・
乃
与
海
部
直
赤
尾
｜
将
百
済
所
し
献
手
末

才
伎
§
、
在
大
嶋
・
・
天
皇
間
弟
君
不
レ
在
、
道
日
鷹
吉
士
堅
磐
固
安
銭
〈
堅
磐
、
此
云
何
陀
之
波
》
、
使
共
復
命
。
遂
即
安
置

於
倭
国
吾
礪
広
津
邑
、
而
病
死
者
衆
〈
広
津
、
此
云
比
慮
岐
頭
〉
・
由
し
是
天
皇
詔
大
伴
大
連
室
屋
、
命
束
漢
直
掬
、
以
新
漢

陶
部
高
貴
・
鞍
部
堅
貴
・
画
部
因
斯
羅
我
・
錦
部
定
安
那
錦
・
訳
語
卯
安
那
等
ゞ
、
遷
居
干
上
桃
原
・
下
桃
原
・
真
神
原
三
所
・
〈
或

本
云
、
吉
備
臣
弟
臣
還
し
自
一
百
済
一
、
献
漢
手
人
部
・
衣
縫
部
・
宍
人
部
《
・
〉

地
方
豪
族
の
中
で
は
、
五
世
紀
前
半
～
中
葉
に
造
山
・
作
山
古
墳
を
築
造
し
、
倭
王
権
中
枢
部
に
匹
敵
す
る
勢
威
を
示
し
た
吉
備
氏
一
族
の

動
向
が
記
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ｊ
に
よ
る
と
、
吉
備
弓
削
部
虚
空
と
い
う
者
が
倭
王
権
に
仕
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
虚
空
は
吉
備

に
戻
っ
た
時
は
吉
備
下
道
臣
前
津
屋
に
留
使
さ
れ
て
お
り
、
吉
備
に
お
け
る
最
高
首
長
に
も
奉
仕
す
る
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ｋ
の

ｋ
「
書
紀
」
雄
略
七
年
是
歳
条

見
幼
女
勝
一
、
即
抜
レ
刀
而
殺
。
復
以
小
雄
鶏
呼
為
｜
天
皇
鶏
、
抜
レ
毛
剪
レ
翼
、
以
大
雄
鶏
一
呼
為
己
鶏
、
著
鈴
金
距
、
競
令

レ
闘
之
、
見
禿
鶏
勝
一
、
亦
抜
レ
刀
而
殺
。
天
皇
聞
是
語
・
、
遣
物
部
兵
士
舟
人
《
、
詠
殺
前
津
屋
井
族
七
十
人
も

一
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上
道
臣
田
狭
の
妻
稚
媛
は
別
本
で
は
葛
城
氏
の
女
と
さ
れ
て
お
り
、
ｋ
に
は
葛
城
氏
と
吉
備
氏
の
婚
姻
同
盟
に
介
入
し
よ
う
と
す
る
王
権
側
の

意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
田
狭
は
「
任
那
」
に
留
ま
り
、
新
羅
と
結
託
し
よ
う
と
し
た
と
い
い
、
こ
れ
に
対
し
て
倭
王
権

は
田
狭
の
子
弟
君
や
吉
備
海
部
直
赤
尾
を
新
羅
征
討
、
あ
る
い
は
百
済
を
介
し
た
新
漢
人
獲
得
の
た
め
に
派
遣
し
た
と
描
か
れ
て
お
り
、
吉
備

氏
が
朝
鮮
諸
国
と
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

『
書
紀
』
雄
略
九
年
四
月
条
に
よ
る
と
、
新
羅
征
討
に
派
遣
さ
れ
た
紀
小
弓
の
妻
と
な
っ
た
吉
備
上
道
采
女
大
海
は
、
夫
が
半
島
で
死
去
し

て
帰
国
し
た
際
に
、
大
伴
室
屋
が
土
師
連
小
鳥
を
遣
し
て
葬
送
し
て
く
れ
た
の
で
、
「
由
し
是
、
大
海
欣
悦
不
し
能
二
自
黙
一
・
以
韓
奴
室
・
兄

麻
呂
・
弟
麻
呂
・
御
倉
・
小
倉
・
針
六
口
送
大
連
↓
・
吉
備
上
道
蚊
嶋
田
邑
家
人
部
是
也
」
と
あ
り
、
上
道
氏
の
下
に
は
「
韓
奴
」
と
呼
ば

れ
る
渡
来
人
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
関
係
が
ｋ
の
弟
君
に
よ
る
新
漢
人
随
伴
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
（
ｋ
本
文
で
は
弟
君
は

妻
に
殺
害
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
或
本
で
は
帰
還
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
）
。
後
代
の
氏
姓
分
布
で
あ
る
が
、
吉
備
に
は
秦
氏
や
漢
部
氏
・
史
戸

氏
の
分
布
が
あ
り
、
考
古
学
的
知
見
の
上
で
も
、
大
壁
建
物
、
カ
マ
ド
・
オ
ン
ド
ル
状
遺
構
、
馬
形
帯
鉤
、
鉄
艇
、
加
耶
系
の
陶
質
土
器
な
ど
、

渡
来
人
の
存
在
を
裏
付
け
る
遺
構
・
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
氏
姓
分
布
で
は
備
前
東
部
に
は
秦
氏
、
備
前
西
部
か
ら
備
中
に
は
漢
氏
系
の

人
々
が
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
上
道
氏
の
本
拠
に
近
い
備
前
国
津
高
郡
に
は
漢
部
姓
者
や
書
直
（
西
漢
氏
系
）
な
ど
が
い
た
か
ら
二
大

日
本
古
文
書
」
六
’
五
七
七
、
五
九
○
～
五
九
五
）
、
倭
王
権
の
た
め
に
新
漢
人
を
随
伴
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
下
に
も
渡
来
人
を
迎
え

こ
の
よ
う
に
吉
備
氏
は
二
重
身
分
的
関
係
に
あ
る
地
域
の
中
小
首
長
の
統
属
を
め
ぐ
っ
て
倭
王
権
と
対
抗
す
る
と
と
も
に
、
対
中
国
外
交
こ

そ
は
倭
王
権
に
一
元
化
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
朝
鮮
諸
国
と
の
関
係
は
多
元
的
通
交
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
独
自
の
通
交
や
文
物
・
人
の
獲

得
ル
ー
ト
を
保
持
し
て
お
り
、
こ
れ
は
地
方
豪
族
の
勢
威
維
持
に
大
き
く
作
用
し
た
。
し
か
し
、
ｋ
に
よ
る
と
、
上
道
臣
田
狭
自
身
も
倭
王
権

に
上
番
し
て
お
り
、
ｂ
の
杖
刀
人
某
や
ｃ
の
ム
リ
テ
と
同
様
、
地
方
豪
族
も
倭
王
権
の
構
成
員
と
し
て
、
王
権
の
維
持
に
参
画
す
る
こ
と
が
菫

日
本
古
文
聿
昌
六
’
五
．

（
鈍
｝

て
い
た
と
解
さ
れ
よ
う
。
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（
錫
）

要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

１
１
１
「
姓
氏
録
』
左
京
神
別
中
・
大
伴
宿
彌
条

（
上
略
）
雄
略
天
皇
御
世
、
以
一
入
部
靱
負
↓
賜
大
連
公
↓
・
奏
日
、
衛
門
開
闇
之
務
、
於
レ
職
己
菫
。
若
有
一
身
難
レ
堪
、
望
与
患
児

語
￥
、
相
伴
奉
レ
衛
一
左
右
・
勅
依
レ
奏
・
是
大
伴
・
佐
伯
二
氏
、
掌
左
右
開
闇
之
縁
也
。

１
１
２
『
書
紀
』
雄
略
二
年
七
月
条

百
済
池
津
媛
、
違
天
皇
将
幸
、
婬
於
石
川
楯
《
〈
旧
本
云
、
石
河
股
合
首
祖
楯
〉
・
天
皇
大
怒
、
詔
大
伴
室
屋
大
連
一
、
使
下
来
目
部

張
夫
婦
四
支
於
木
．
、
置
中
假
展
上
上
、
以
レ
火
焼
死
。
（
下
略
）

１
１
３
『
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
上
・
小
子
部
宿
禰
条

多
朝
臣
同
祖
、
神
八
井
耳
命
之
後
也
。
大
伯
瀬
幼
武
天
皇
御
世
、
所
し
遣
：
諸
国
、
収
敏
蚕
児
ゞ
・
誤
衆
小
児
↓
貢
之
。
天
皇
大
晒
、

賜
↓
姓
小
児
部
連
ｂ
日
本
紀
合
。

１
１
４
「
姓
氏
録
」
左
京
皇
別
下
・
車
持
公
条

上
毛
野
朝
臣
同
祖
、
豐
城
入
彦
命
八
世
孫
、
射
狭
君
之
後
也
。
雄
略
天
皇
御
世
、
供
進
乗
輿
ゞ
・
冊
賜
姓
車
持
公
“
・

ｌ
ｌ
５
『
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別
・
巫
部
連
条

同
上
。
雄
略
天
皇
御
鵲
不
豫
。
因
し
蕊
、
召
一
上
筑
紫
豐
国
奇
巫
｜
、
令
真
椋
率
レ
巫
仕
奉
↓
・
価
賜
・
姓
巫
部
連
－
．

１
１
６
『
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別
・
爪
工
連
条

神
魂
命
男
多
久
豆
玉
命
之
後
也
。
雄
略
天
皇
御
世
、
造
一
紫
蓋
・
爪
↓
、
井
奉
レ
飾
御
座
“
・
冊
賜
爪
工
連
姓
一
・

１
１
７
「
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別
・
掃
守
首
条

振
魂
命
四
世
孫
、
天
忍
人
命
之
後
也
。
雄
略
天
皇
御
代
、
監
掃
除
事
《
、
賜
姓
掃
守
連
一
・

一

一

○



嵯
呼
、
我
国
積
し
烏
之
高
、
同

行
之
主
也
。
天
皇
間
而
使
聚
竺

ｐ
ｌ
ｌ
『
書
紀
」
雄
略
十
五
年
条

０
１
１
『
書
紀
』
雄
略
十
年
九
月
戊
子
条

身
狭
村
主
青
将
↓
呉
所
レ
献
二
鴦
、
到
於
筑
紫
、
。
是
鴦
為
水
間
君
犬
↓
所
噌
死
〈
別
本
云
、
是
鴦
為
一
筑
紫
嶺
県
主
泥
麻
呂
犬
↓
所

噌
死
〉
・
由
し
是
水
間
君
恐
怖
憂
愁
、
不
し
能
自
黙
・
献
：
鴻
十
隻
与
養
烏
人
、
請
以
贈
レ
罪
。
天
皇
許
焉
。

０
１
２
『
書
紀
』
雄
略
十
年
十
月
辛
酉
条

以
水
間
君
所
し
献
養
鳥
人
等
、
安
置
於
軽
村
・
磐
余
村
二
所
・

Ｏ
ｌ
３
『
書
紀
』
雄
略
十
一
年
十
月
条

烏
官
之
禽
為
一
菟
田
人
狗
所
曜
死
・
天
皇
順
、
簿
面
而
為
烏
養
部
℃
於
し
是
、
信
濃
国
直
丁
与
武
蔵
国
直
丁
ゞ
、
侍
宿
相
謂
日
、

嵯
呼
、
我
国
積
し
烏
之
高
、
同
於
小
墓
・
旦
暮
而
食
、
尚
有
其
余
・
今
天
皇
由
一
烏
之
故
、
而
諒
人
面
、
太
無
道
理
、
悪

行
之
主
也
。
天
皇
間
而
使
聚
積
之
・
直
丁
等
不
し
能
忽
備
《
・
冊
詔
為
烏
養
部
ｂ

ｍ
『
書
紀
」
雄
略
二
年
十
月
丙
子
条

（
上
略
）
皇
太
后
知
斯
詔
情
↓
、
奉
レ
慰
二
天
皇
一
日
、
群
臣
不
レ
悟
下
陛
下
因
遊
猟
場
、
置
一
宍
人
部
《
、
降
中
問
群
臣
上
。
群
臣
喋
然
理
。

且
難
し
対
。
今
貢
未
し
晩
。
以
レ
我
為
レ
初
、
膳
臣
長
野
、
能
作
宍
膳
《
・
願
以
レ
此
貢
。
天
皇
脆
礼
而
受
日
、
善
哉
、
鄙
入
所
し
云
貴
相
知
レ
心
、

此
之
謂
也
。
皇
太
后
視
一
天
皇
悦
一
、
歓
喜
盈
懐
。
更
欲
し
貢
し
人
日
、
我
之
厨
人
菟
田
御
戸
部
・
真
鋒
田
高
天
、
以
此
二
人
一
、
請
レ
将
一

加
貢
為
宍
人
部
ｂ
自
レ
鼓
以
後
、
大
倭
国
造
吾
子
籠
宿
禰
、
貢
狭
穂
子
烏
別
一
為
宍
人
部
・
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
、
又
随
続
貢
。

ｎ
『
書
紀
」
雄
略
二
年
十
月
是
月
条

置
史
戸
・
河
上
舎
人
部
↑
・
天
皇
以
レ
心
為
し
師
、
誤
殺
し
人
衆
。
天
下
誹
誘
言
、
大
悪
天
皇
也
。
唯
所
一
愛
寵
、
史
部
身
狭
村
主
青
．

檜
隈
民
使
博
徳
等
。
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（
上
略
）
自
レ
此
而
後
、
諸
国
貢
調
、
年
々
盈
溢
。
更
立
一
大
蔵
、
令
蘇
我
麻
智
宿
禰
検
一
校
三
蔵
〈
斎
蔵
、
内
蔵
、
大
蔵
〉
、
秦
氏
出
納

其
物
一
、
東
西
文
氏
勘
其
簿
。
是
以
、
漢
氏
賜
レ
姓
為
内
蔵
・
大
蔵
・
今
、
秦
・
漢
二
氏
為
内
蔵
・
大
蔵
主
縊
蔵
部
↓
之
縁
也
。
（
下
略
）

ｐ
ｌ
４
「
書
紀
』
雄
略
十
六
年
十
月
条

詔
、
聚
一
一
漢
部
一
定
其
伴
造
《
者
、
賜
レ
姓
日
し
直
〈
一
本
云
、
賜
一
漢
使
主
等
賜
レ
姓
日
し
直
〉
。

ｑ
望
日
紀
』
雄
略
十
七
年
三
月
丁
寅
条

詔
土
師
連
等
《
、
使
レ
進
下
応
し
盛
朝
夕
御
膳
渭
器
ｔ
者
。
於
し
是
、
土
師
連
祖
吾
笥
、
価
進
摂
津
国
来
狭
狭
村
、
山
背
国
内
村
・
傭
見

村
、
伊
勢
国
藤
形
村
及
丹
波
・
但
馬
・
因
幡
私
民
部
ｂ
名
日
贄
土
師
部
一
・

ｒ
『
書
紀
』
雄
略
十
八
年
八
月
戊
申
条

遣
物
部
菟
代
宿
禰
・
物
部
目
連
一
、
以
伐
↓
伊
勢
朝
日
郎
一
・
朝
日
郎
聞
二
官
軍
至
一
、
即
逆
一
戦
於
伊
賀
青
墓
一
、
自
瀞
二
能
射
一
、
謂
官

軍
一
日
、
朝
日
郎
手
誰
人
可
レ
中
也
。
其
所
し
発
箭
穿
一
二
重
甲
ゞ
、
官
軍
皆
權
。
菟
代
宿
禰
不
一
敢
進
撃
、
相
持
二
日
一
夜
。
於
し
是
、
物

部
目
連
自
執
二
大
刀
一
、
使
二
筑
紫
間
物
部
大
斧
手
執
↓
レ
楯
叱
「
於
軍
中
一
、
倶
進
。
朝
日
郎
乃
遙
見
、
而
射
二
穿
大
斧
手
楯
・
二
重
甲
｜
、

井
入
一
身
肉
一
一
寸
。
大
斧
手
以
レ
楯
肇
一
物
部
目
連
一
、
目
連
即
獲
朝
日
郎
↓
斬
之
。
由
し
是
菟
代
宿
禰
蓋
槐
不
レ
克
、
七
日
不
復
命
も

ｐ
ｌ
３
『
古
語
拾
遺
』

秦
民
分
二
散
臣
・
連
等
一
、
各
随
し
欲
駈
使
、
勿
レ
委
秦
造
↓
・
由
し
是
秦
造
酒
甚
以
為
し
憂
、
而
仕
於
天
皇
一
。
天
皇
愛
寵
之
、
詔
聚
｜
秦

民
↓
、
賜
於
秦
酒
公
一
・
公
冊
領
一
率
百
八
十
種
勝
》
・
奉
レ
献
庸
調
絹
・
嫌
、
充
積
朝
庭
《
・
因
賜
レ
姓
日
禺
豆
麻
佐
〈
一
云
、
禺

豆
母
利
麻
佐
、
皆
盈
積
之
貌
也
〉
ｏ

ｐ
ｌ
２
『
書
紀
」
雄
略
十
六
年
七
月
条

詔
、
宜
レ
桑
国
県
殖
し
桑
。
又
散
遷
秦
民
、
使
レ
献
庸
調
一
・

一
一
一
一



上
述
の
よ
う
に
、
倭
の
五
王
と
記
紀
の
天
皇
の
同
定
、
讃
・
珍
と
済
以
下
の
関
係
に
は
未
解
明
の
点
が
残
る
が
、
記
紀
に
よ
る
と
、
同
じ
く

葛
城
襲
津
彦
の
女
磐
之
媛
所
生
と
さ
れ
る
允
恭
Ⅱ
倭
王
済
以
降
の
葛
城
氏
に
対
す
る
姿
勢
に
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
允
恭
は
襲

津
彦
の
孫
玉
田
宿
禰
を
詳
殺
し
会
書
紀
」
允
恭
五
年
七
月
己
丑
条
茜
雄
略
は
兄
安
康
を
殺
害
し
た
眉
輪
王
を
匿
っ
た
罪
で
円
大
臣
を
討
滅
し
、

葛
城
宅
七
区
（
五
処
之
屯
宅
、
葛
城
之
五
村
苑
人
と
も
）
を
奪
取
し
て
お
り
（
雄
略
即
位
前
紀
、
『
古
事
記
』
安
康
段
）
、
最
大
の
中
央
有
力
豪

族
葛
城
氏
に
製
肘
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
葛
城
氏
が
掌
握
し
て
い
た
渡
来
人
の
管
理
は
王
権
に
帰
属
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ｐ
ｌ
ｌ

の
秦
氏
、
ｐ
１
３
．
４
の
漢
氏
（
東
西
文
氏
）
な
ど
渡
来
人
の
王
権
へ
の
組
織
化
が
進
み
、
ｎ
の
如
く
、
渡
来
人
を
吏
僚
と
し
て
、
文
筆
面
、

ま
た
ｐ
ｌ
３
の
よ
う
な
事
務
管
理
な
ど
に
登
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
『
書
紀
」
雄
略
二
十
三
年
八
月
丙
子
条
で
雄
略
死
去
に
際
し
て

「
遺
↓
詔
於
大
伴
室
屋
大
連
与
東
漢
掬
直
」
と
あ
る
の
は
、
王
権
を
支
え
る
渡
来
人
の
位
置
づ
け
を
窺
わ
せ
る
。

こ
の
遺
詔
で
は
「
大
連
等
民
部
広
大
充
盈
於
国
｜
、
皇
太
子
地
し
居
上
嗣
、
仁
孝
著
聞
。
以
其
行
業
、
堪
レ
成
朕
志
、
以
レ
此
共
治
天

ｓ
ｌ
ｌ
「
書
紀
」
清
寧
即
位
前
紀
雄
略
二
十
三
年
八
月
是
月
条

吉
備
上
道
臣
等
間
朝
作
レ
乱
、
思
レ
救
其
腹
所
し
生
星
川
皇
子
、
率
船
師
冊
艘
、
来
浮
於
海
・
既
而
間
し
被
蟠
殺
、
自
レ
海
而
帰
。

天
皇
即
遣
レ
使
噴
譲
於
上
道
臣
等
《
、
而
奪
其
所
し
領
山
部
・

Ｓ
ｌ
２
『
書
紀
』
顕
宗
一
兀
年
四
月
丁
未
条

（
上
略
・
来
目
部
小
楯
に
報
賞
希
望
を
尋
ね
る
）
小
楯
謝
日
、
山
官
宿
所
し
願
。
乃
拝
山
官
《
、
改
賜
姓
山
部
連
氏
《
・
以
吉
備
臣
↑
為
し
副
、

朝
日
郎
ｂ

部
目
連
も

以
山
守
部
一
為
し
民
。

天
皇
問
二
侍
臣
・
日
、
菟
代
宿
禰
何
不
復
命
《
・
髪
有
讃
岐
田
虫
別
、
進
而
奏
日
、
菟
代
宿
禰
怯
也
、
二
日
一
夜
之
間
、
不
し
能
し
檎
二
執

朝
日
郎
ｂ
而
物
部
目
連
率
一
筑
紫
聞
物
部
大
斧
手
、
獲
一
斬
朝
日
郎
ゞ
実
。
天
皇
聞
之
怒
、
諏
奪
菟
代
宿
禰
所
し
有
猪
名
部
《
、
賜
二
物
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（
洲
）

下
、
朕
雛
瞑
目
、
何
所
復
恨
↓
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
『
晴
書
」
高
祖
紀
の
文
章
点
綴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
大
連
等

民
部
広
大
」
の
部
分
は
独
自
の
表
現
で
あ
る
。
允
恭
朝
以
降
に
は
葛
城
氏
を
制
圧
す
る
と
と
も
に
、
倭
王
権
の
宮
廷
組
織
を
支
え
る
家
宰
的
豪

族
で
あ
る
大
伴
氏
や
物
部
氏
が
重
用
さ
れ
て
お
り
、
１
１
１
．
２
や
ｒ
に
そ
の
活
躍
の
一
端
が
看
取
さ
れ
る
。
１
１
３
～
７
，
，
．
０
．
ｑ
に

は
雄
略
朝
に
お
け
る
宮
廷
組
織
整
備
の
様
子
が
窺
わ
れ
、
ｂ
の
杖
刀
人
、
ｃ
の
奉
事
典
曹
人
や
、
．
Ｏ
・
ｒ
に
登
場
す
る
各
地
か
ら
の
人
々
が

ト
モ
と
し
て
倭
王
権
に
奉
仕
す
る
し
く
み
が
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

但
し
、
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
部
民
制
は
未
成
立
で
あ
り
、
ｂ
・
ｃ
の
金
石
文
、
記
紀
で
も
ｍ
の
宍
人
、
ｎ
の

史
戸
（
フ
ヒ
ト
）
・
舎
人
、
・
の
養
烏
人
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
職
務
内
容
を
直
接
的
に
示
す
「
○
○
人
」
の
奉
仕
に
よ
る
人
制
に
基
づ

（
師
）

く
宮
廷
組
織
整
備
の
時
期
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
某
人
は
そ
の
職
能
を
果
す
人
間
個
人
を
示
し
て
お
り
、
ｂ
に
は
ヲ
ワ
ヶ
コ
の
一
族
が
倭
王

権
の
王
の
代
々
の
「
世
々
」
に
杖
刀
人
首
と
し
て
奉
仕
し
て
き
た
「
奉
事
根
原
」
が
記
さ
れ
て
い
た
。
同
様
に
、
磧
宮
で
の
訣
奏
上
や
『
弘
仁

私
記
」
の
「
凡
厭
天
平
勝
宝
之
前
、
毎
－
一
代
使
一
天
下
諸
氏
各
献
一
本
系
、
永
蔵
秘
府
一
不
し
得
一
諏
出
ゞ
、
今
存
図
書
寮
↓
者
是
也
」
と
そ

の
注
「
後
世
帝
王
見
一
彼
覆
車
一
毎
し
世
令
レ
献
本
系
一
蔵
図
書
寮
ゞ
也
」
な
ど
の
例
が
知
ら
れ
る
の
で
、
氏
と
い
う
も
の
が
毎
世
天
皇
と
の
仕

奉
関
係
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
始
祖
の
マ
ナ
の
継
承
を
通
じ
て
、
そ
の
職
掌
を
氏
の
名
と
と
も
に
天
皇
の
世
々
受
け
継
い
で
い
く
し
く
み

で
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
雄
略
朝
に
始
ま
る
『
書
紀
』
の
大
臣
・
大
連
の
天
皇
代
替
り
毎
の
新
任
・
留
任
記
事
の
存
在

（
縄
）

か
ら
、
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
の
職
位
も
天
皇
の
代
替
り
毎
に
新
た
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
構
造
は
部
民
制
的
奉
仕
や
律
令
制
下
の
氏
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
職
位
の
確
認
は
豪
族
の
代
替
り
毎
、
天
皇
の
代
替
り

毎
の
双
方
で
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
～
五
世
紀
を
人
的
結
合
国
家
、
即
ち
全
国
的
な
規
模
で
倭
王
権
と
各
地
の
有
力
首
長
が
人
格
的
に
支
配

ｌ
隷
属
関
係
を
結
ん
で
い
る
結
合
的
な
「
国
家
」
の
段
階
と
位
置
づ
け
、
律
令
制
国
家
と
は
異
な
る
初
期
国
家
の
存
在
を
提
唱
す
る
見
解
も
あ

（
調
）る
。
五
世
紀
段
階
で
は
ｂ
の
杖
刀
人
某
や
ｃ
の
ム
リ
テ
な
ど
地
方
豪
族
か
ら
の
上
番
者
は
一
定
期
間
の
奉
仕
の
後
に
本
拠
地
に
戻
っ
て
お
り
、

一

一

四



ｊ
の
吉
備
弓
削
部
虚
空
も
倭
王
権
に
仕
え
る
一
方
で
、
二
重
身
分
の
形
で
地
域
の
最
高
首
長
で
あ
る
吉
備
氏
の
掌
握
下
に
属
し
て
い
た
。
こ
う

し
た
形
態
は
六
世
紀
前
半
の
筑
紫
君
磐
井
の
乱
の
際
に
、
九
州
の
豪
族
で
あ
る
磐
井
が
近
江
の
豪
族
と
目
さ
れ
る
近
江
毛
野
に
「
今
為
し
使
者
、

昔
為
吾
伴
、
摩
」
眉
触
レ
肘
、
共
レ
器
同
レ
食
。
安
得
率
爾
為
し
使
傳
一
余
自
伏
侭
前
」
と
揚
言
し
た
こ
と
（
「
耆
紀
』
継
体
二
十
一
年
六
月

甲
午
条
）
や
漂
着
し
た
高
句
麗
使
の
送
使
に
起
用
さ
れ
た
吉
備
海
部
直
難
波
が
配
下
の
大
嶋
首
（
備
中
国
浅
口
郡
大
島
郷
に
関
係
す
る
豪
族
か
）
・

狭
丘
首
と
と
も
に
従
事
し
、
任
務
が
終
わ
る
と
吉
備
に
帰
ろ
う
と
し
た
話
（
敏
達
二
年
五
月
戊
辰
・
七
月
乙
丑
朔
・
八
月
丁
未
条
）
な
ど
に
も

（
㈹
）

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
は
や
は
り
倭
王
権
に
完
全
に
隷
属
し
た
訳
で
は
な
い
地
方
豪
族
の
自
立
性
や
本
拠
地
で
の
立
場
、
中
小
豪
族
に

対
す
る
倭
王
権
と
の
支
配
の
共
有
、
二
重
身
分
的
関
係
の
維
持
が
看
取
さ
れ
る
。

ｔ
「
書
紀
』
履
中
五
年
十
月
甲
子
条

葬
皇
妃
も
既
而
天
皇
悔
ｒ
之
不
レ
治
皇
神
崇
↓
而
亡
巾
皇
妃
ｔ
、
更
求
其
筈
《
・
或
者
日
、
車
持
君
行
一
於
筑
紫
国
《
而
悉
校
車
持
部
、

兼
取
充
レ
神
者
一
。
必
是
罪
突
。
天
皇
則
喚
車
持
君
↑
、
以
推
問
之
、
事
既
実
焉
。
因
以
数
し
之
日
、
爾
雛
車
持
君
《
、
検
校
天
子
之

百
姓
、
罪
一
也
。
既
分
寄
神
祇
車
持
部
、
兼
奪
取
之
、
罪
二
也
。
則
負
悪
解
除
・
善
解
除
《
、
而
出
↓
於
長
渚
崎
《
令
祓
旗
・
既

而
記
之
日
、
自
レ
今
以
後
、
不
し
得
し
掌
筑
紫
車
持
部
、
乃
悉
収
以
更
分
レ
之
奉
於
三
神
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
後
の
部
民
制
と
も
つ
な
が
る
地
方
豪
族
の
役
割
・
位
置
づ
け
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
Ｓ
ｌ
２
に
は
山
部
連
が
「
以

山
守
部
為
し
民
」
、
ｑ
で
も
土
師
連
が
「
私
民
部
」
を
贄
土
師
部
と
し
た
と
あ
り
、
ま
た
ｔ
で
は
車
持
君
が
車
持
部
を
検
校
し
た
と
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
部
民
制
と
は
諸
豪
族
の
「
民
部
（
カ
キ
ど
の
領
有
を
前
提
と
す
る
王
権
へ
の
従
属
・
奉
仕
の
体
制
、
そ
れ
に
基
づ
く
朝
廷
の

（
判
）

職
務
分
掌
の
体
制
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
私
も
こ
の
見
解
を
支
持
し
た
い
が
、
そ
れ
を
全
国
的
な
人
民
支
配
体
制
と
見
な
す
の
は
疑

問
で
あ
り
、
ｓ
ｌ
２
の
山
部
連
も
山
宮
山
部
連
ｌ
副
吉
備
臣
ｌ
山
守
部
（
山
部
）
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
豪
族
を
介
在
さ
せ
た
支
配
で
あ
る
。

ｓ
ｌ
ｌ
は
ｋ
の
後
日
談
と
な
る
話
で
、
雄
略
死
後
、
清
寧
即
位
時
に
稚
媛
所
生
の
星
川
皇
子
の
乱
勃
発
に
よ
り
、
そ
れ
に
加
担
し
よ
う
と
し
た

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

一

一

五



（
似
）

吉
備
上
道
臣
の
山
部
が
奪
わ
れ
、
山
官
山
部
連
を
通
じ
て
王
権
へ
の
奉
仕
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
人
制
の
特
質
に
関
連
し
て
、
地
方
豪
族
と
倭
王
権
の
関
係
を
素
描
し
て
み
た
。
こ
れ
は
五
世
紀
の
倭
王
権
の
王
権
構
造
と
も
関
わ
る

問
題
で
あ
り
、
最
後
に
ａ
～
ｃ
か
ら
敷
術
さ
れ
る
王
権
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
み
た
い
。

再
び
ａ
～
ｃ
の
銘
文
刀
剣
に
戻
る
と
、
ａ
と
ｂ
・
ｃ
の
間
に
は
大
王
号
の
成
立
が
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
「
大
王
」
は
王
の
美
称
で

（
棚
）

あ
っ
て
、
称
号
で
は
な
い
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
五
世
紀
に
は
高
句
麗
・
百
済
で
も
大
王
号
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
新
羅
の
領
域
内
の
慶
州

路
西
洞
一
四
○
号
墳
出
士
の
乙
卯
年
（
四
一
五
）
銘
壺
粁
に
は
「
国
岡
上
広
開
土
地
好
太
王
」
の
名
が
見
え
、
延
寿
元
年
（
四
五
二
銘
の
慶

州
瑞
鳳
塚
出
土
銀
合
杼
に
は
「
太
王
教
造
」
の
文
字
が
あ
る
の
で
、
王
を
越
え
る
存
在
を
示
す
名
辞
と
し
て
大
王
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
王
号
所
称
は
、
急
速
な
領
域
の
拡
大
、
国
内
支
配
の
強
化
、
近
隣
諸
国
の
制
圧
、
中
国
と
の
積
極
的
な
外

（
“
）

交
な
ど
を
背
景
に
可
能
に
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、
倭
王
武
Ⅱ
ワ
カ
タ
ヶ
ル
大
王
の
時
期
の
倭
王
権
は
こ
の
条
件
を
満
た
す
段
階
を
迎
え
て
い
た
。

四
七
八
年
の
武
の
自
称
で
あ
る
「
使
持
節
都
督
倭
・
百
済
・
新
羅
・
任
那
・
加
羅
・
秦
韓
・
慕
韓
七
国
諸
軍
事
、
安
東
大
将
軍
倭
国
王
」
に
は
、

百
済
を
も
軍
事
的
指
揮
下
に
置
く
大
王
と
し
て
、
高
句
麗
に
対
抗
す
る
構
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
高
句
麗
が
既
に
得
て
い
た
開
府
儀
同

（
蝿
）

三
司
の
仮
授
も
同
様
の
意
図
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ｕ
「
古
事
記
』
雄
略
段

（
上
略
）
初
大
后
坐
二
日
下
一
之
時
、
日
下
之
直
越
道
、
幸
一
行
河
内
一
・
雨
登
三
山
上
一
望
二
国
内
一
者
、
有
下
上
二
堅
魚
一
作
一
舎
屋
一
之
家
ｋ
・

天
皇
令
レ
問
二
其
家
一
云
、
其
上
二
堅
魚
一
作
し
舎
者
誰
家
。
答
日
、
志
幾
之
大
県
主
家
。
爾
天
皇
詔
者
、
奴
乎
、
己
家
似
二
天
皇
之
御
舎
ゞ
而
造
。

三
五
世
紀
の
王
権
構
造

一
一
一
ハ



即
遣
レ
人
令
レ
焼
一
其
家
一
之
時
、
其
大
県
主
權
畏
、
稽
首
白
、
奴
有
者
、
随
し
奴
不
レ
覚
而
過
作
甚
畏
。
故
、
献
二
能
美
之
御
幣
物
ゞ
〈
能
美

二
字
以
レ
音
〉
・
布
鑿
白
犬
、
著
し
鈴
而
、
己
族
名
謂
二
腰
侃
一
人
、
令
レ
取
一
犬
縄
一
以
献
上
。
故
、
令
レ
止
一
其
著
一
し
火
。
（
下
略
）

記
紀
に
よ
る
と
、
雄
略
は
葛
城
氏
を
制
圧
す
る
と
と
も
に
、
１
１
２
．
ｍ
。
ｎ
．
ｏ
ｌ
２
に
は
そ
の
専
制
的
姿
勢
が
人
々
を
畏
怖
さ
せ
て
い

た
と
描
か
れ
て
い
る
。
ｕ
も
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
で
、
「
己
家
似
二
天
皇
之
御
舎
一
而
造
」
と
い
う
行
為
が
答
め
ら
れ
て
お
り
、
従
来
は
有
力

首
長
も
倭
王
と
同
様
の
住
居
を
造
営
し
て
い
た
の
に
、
こ
の
雄
略
朝
の
段
階
で
は
そ
う
し
た
王
と
配
下
の
者
の
区
別
が
明
確
化
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
こ
こ
に
も
大
王
号
の
出
現
を
裏
付
け
る
情
景
が
看
取
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ｂ
に
よ
る
と
、
ヲ
ワ
ケ
コ
の
系
譜
は
上
祖
オ
ホ
比
垢
Ｉ
タ
カ
リ
足
尼
ｌ
テ
ョ
カ
リ
獲
居
ｌ
タ
カ
ハ
シ
獲
居
ｌ
タ
サ
キ
獲
居
ｌ
ハ

テ
ヒ
ー
カ
サ
ハ
ョ
ー
ヲ
ワ
ヶ
コ
と
な
っ
て
い
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
漢
字
表
記
し
た
ピ
コ
・
ス
ク
ネ
・
ワ
ヶ
は
尊
称
的
呼
称
で
あ
り
、
ピ
コ
が

つ
く
人
名
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、
足
尼
（
宿
禰
）
は
『
書
紀
』
宣
化
元
年
二
月
壬
申
朔
条
「
以
一
蘇
我
稲
目
宿
禰
一
為
大
臣
」
、
五
月
辛

朔
条
「
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
禰
」
な
ど
の
よ
う
に
（
「
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
」
、
天
寿
国
繍
帳
の
表
記
も
参
照
）
、
後
代
に
も
尊
称
と
し
て
用
い
ら

｛
媚
）

（
仰
）

れ
て
い
る
。
一
方
、
ワ
ケ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
特
色
と
そ
の
歴
史
的
意
味
合
い
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
①
鎌
倉
之
別
（
景
行
記
）
を

例
外
と
し
て
、
別
を
称
す
る
豪
族
は
東
国
に
は
見
え
ず
、
倭
王
権
の
東
国
支
配
が
確
立
す
る
以
前
に
成
立
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
、
②
人
名

で
は
実
年
代
と
し
て
四
世
紀
後
半
～
五
世
紀
と
目
さ
れ
る
天
皇
・
皇
族
に
多
い
、
③
景
行
記
紀
の
諸
皇
子
分
封
伝
承
と
は
異
な
り
、
後
世
の
別

姓
あ
る
い
は
別
氏
は
、
必
ず
し
も
「
別
」
を
含
む
人
名
の
者
を
始
祖
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
、
④
「
別
」
は
カ
バ
ネ
と
し
て
は
存
在
し
て
お

ら
ず
、
こ
れ
は
「
別
」
が
称
号
や
官
職
が
カ
バ
ネ
化
し
て
い
く
過
渡
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
完
全
な
カ
バ
ネ
に
固
定
さ
れ
て
し
ま
う
前
に
、
他

の
カ
バ
ネ
を
併
用
し
、
あ
る
い
は
新
た
に
授
け
ら
れ
た
カ
バ
ネ
の
み
を
使
用
し
、
さ
ら
に
カ
バ
ネ
化
し
た
「
別
」
が
ウ
ヂ
の
名
に
転
化
し
て
い

っ
た
た
め
、
カ
バ
ネ
と
し
て
の
存
在
を
失
っ
て
し
ま
う
た
め
と
考
え
ら
れ
る
、
⑤
「
和
気
系
図
」
（
円
珍
系
図
）
に
は
「
別
」
か
ら
「
君
」
へ

の
転
化
が
看
取
さ
れ
、
そ
れ
は
五
世
紀
中
葉
～
六
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
、
⑥
「
別
」
は
首
長
を
意
味
す
る
古
語
で
、
か
つ
て
は
天
皇
・
皇
族

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制
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こ
こ
で
記
紀
の
天
皇
の
和
風
諭
号
を
見
る
と
、
五
世
紀
代
と
目
さ
れ
る
応
神
以
降
で
は
実
名
風
の
名
前
が
登
場
し
（
図
２
）
、
応
神
Ⅱ
仁
徳

（
帽
）

同
人
説
に
依
拠
す
る
と
、
ホ
ム
タ
ワ
ヶ
（
応
神
Ⅱ
仁
徳
）
ｌ
イ
ザ
ホ
ワ
ヶ
（
履
中
）
ｌ
ミ
ヅ
ハ
ワ
ヶ
（
反
正
）
と
続
き
、
次
に
ヲ
ア
サ
ズ
マ
ワ

ク
ゴ
ノ
ス
ク
ネ
（
允
恭
）
ｌ
ア
ナ
ホ
（
安
康
）
ｌ
オ
ホ
ハ
ッ
セ
ワ
カ
タ
ヶ
ル
（
雄
略
）
と
、
ワ
ヶ
を
含
ま
な
い
王
名
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
に
は
上
述
の
よ
う
な
『
宋
書
』
倭
国
伝
に
窺
わ
れ
る
二
つ
の
王
統
の
存
在
の
可
能
性
と
と
も
に
、
允
恭
朝
以
降
に
展
開
す
る
葛
城
氏
の
制

圧
、
雄
略
朝
に
お
け
る
宮
廷
組
織
の
整
備
や
大
王
号
の
成
立
な
ど
、
倭
王
権
の
成
長
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は

（
棚
）

雄
略
朝
の
画
期
性
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
雄
略
の
死
後
は
ｓ
ｌ
ｌ
の
星
川
皇
子
の
乱
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
て
お
り
、
体
制
的

定
着
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
ま
た
王
統
譜
も
雄
略
の
系
統
は
清
寧
（
シ
ラ
カ
）
で
断
絶
し
、
履
中
の
子
で
、
葛
城
氏
と
の
関
係
を
有
す
る
イ
チ

ノ
ベ
ノ
オ
シ
ハ
ワ
ヶ
ー
イ
ワ
ス
ワ
ヶ
（
顕
宗
）
と
、
再
び
ワ
ヶ
を
含
む
王
が
登
場
し
て
お
り
、
こ
れ
も
武
烈
で
断
絶
に
追
い
込
ま
れ
、
六
世
紀

に
は
「
誉
田
天
皇
五
世
孫
」
の
継
体
に
よ
る
王
統
の
継
承
へ
と
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
。

ｖ
ｌ
ｌ
『
耆
紀
』
允
恭
四
年
九
月
己
丑
条

詔
日
、
上
古
之
治
、
人
民
得
し
所
、
姓
名
勿
レ
錯
・
今
朕
践
詐
於
レ
鼓
四
年
突
。
上
下
相
争
、
百
姓
不
し
安
・
或
誤
失
鳥
己
姓
一
、
或
故
認
》

高
氏
一
・
其
不
レ
至
一
於
治
一
者
、
蓋
由
し
是
也
。
朕
難
し
不
し
賢
、
豈
非
正
其
錯
一
乎
。
群
臣
議
定
奏
し
之
。
群
臣
皆
言
、
陛
下
挙
レ
失
正
レ
狂

而
定
一
氏
姓
者
。
臣
等
冒
死
。
奏
可
。

Ｖ
ｌ
２
『
書
紀
」
允
恭
四
年
九
月
戊
申
条

詔
日
、
群
卿
百
寮
及
諸
国
造
等
皆
各
言
、
或
帝
皇
之
商
、
或
異
之
天
降
。
然
三
才
顕
分
以
来
、
多
歴
万
歳
一
・
是
以
一
氏
蕃
息
、
更
為
一
一

万
姓
↓
、
難
し
知
其
実
》
・
故
諸
氏
姓
人
等
、
沐
浴
斎
戒
、
各
為
盟
神
探
湯
《
・
則
於
味
橿
丘
之
辞
禍
戸
碑
｜
、
坐
鷺
探
湯
会
、
而
引
《

が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

や
地
方
豪
族
が
等
し
く
こ
れ
を
称
し
て
い
た
が
、
大
王
号
の
成
立
に
よ
り
、
「
オ
ホ
キ
ミ
」
と
は
区
別
さ
れ
た
「
キ
ミ
」
（
君
・
公
）
の
カ
バ
ネ

一
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（
上
略
）
於
レ
是
天
皇
愁
天
下
氏
々
名
々
人
等
之
氏
姓
杵
過
而
、
於
味
白
檮
之
言
八
十
禍
津
旦
別
、
居
玖
訶
釜
而
一
〈
玖
訶
二
字
以
レ
音
〉
、

定
↓
賜
天
下
八
十
友
緒
氏
姓
一
也
。
（
下
略
）

ｖ
ｌ
４
戸
令
戸
籍
条
集
解
古
記
（
令
釈
・
義
解
も
ほ
ぼ
同
内
容
）

古
記
云
、
水
海
大
津
宮
庚
午
年
籍
莫
レ
除
・
謂
、
小
朝
津
間
稚
子
宿
禰
尊
御
世
、
氏
々
争
レ
姓
分
乱
。
煮
沸
湯
以
レ
手
攪
、
詐
者
被
し
害
、

信
者
得
し
全
．
以
レ
此
定
レ
姓
造
レ
籍
也
。

こ
の
ワ
ヶ
と
い
う
共
通
の
呼
称
か
ら
大
王
号
の
成
立
と
い
う
飛
躍
に
関
連
し
て
、
倭
王
権
を
構
成
す
る
諸
豪
族
の
出
自
・
序
列
・
秩
序
な
ど

に
関
わ
る
カ
バ
ネ
の
成
立
状
況
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
記
紀
で
は
Ｖ
ｌ
ｌ
～
３
の
允
恭
朝
に
氏
姓
の
確
定
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
ｖ
Ｉ

４
に
よ
る
と
、
最
初
の
全
国
的
戸
籍
で
あ
る
庚
午
年
籍
は
氏
姓
の
根
本
台
帳
と
し
て
永
久
保
存
と
さ
れ
、
六
年
一
造
の
律
令
制
下
の
戸
籍
に
も

定
姓
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
名
（
ウ
ヂ
ナ
）
と
カ
バ
ネ
を
合
せ
た
も
の
が
姓
（
セ
イ
）
で
あ
り
、
諸
豪
族
の
姓
が
定
ま
る
の
は
庚
午

｛
卵
）

年
籍
で
あ
り
、
六
世
紀
頃
の
カ
バ
ネ
の
あ
り
方
は
か
な
り
漠
然
と
し
て
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ｂ
の
ヲ
ワ
ヶ
コ
の
系
譜
は
ヒ
コ
ー
ス
ク
ネ

ー
ワ
ヶ
ー
ワ
ヶ
ー
ワ
ヶ
と
尊
称
的
呼
称
を
有
す
る
者
が
続
き
、
ヲ
ワ
ヶ
コ
を
含
む
近
三
代
に
は
こ
う
し
た
呼
称
が
見
ら
れ
な
い
。
ｃ
の
ム
リ
テ

も
名
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
ｂ
の
釈
読
の
う
ち
の
有
力
説
で
あ
る
「
臣
」
を
「
巨
」
と
読
む
べ
き
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
オ
ミ
は
「
使

主
」
と
二
文
字
表
記
す
る
の
が
古
く
、
「
倭
漢
直
祖
阿
知
使
主
、
其
子
都
加
使
主
」
含
書
紀
』
応
神
二
十
年
九
月
条
）
や
中
臣
烏
賊
津
使
主
（
允

恭
七
年
十
二
月
壬
戌
朔
条
）
、
「
坂
本
臣
祖
根
使
主
」
（
安
康
元
年
二
月
戊
辰
朔
条
）
な
ど
、
渡
来
系
あ
る
い
は
連
姓
・
臣
姓
の
上
首
者
に
対
す

る
尊
称
的
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
五
世
紀
に
は
カ
バ
ネ
の
秩
序
は
未
成
立
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

Ｖ
ｌ
３
『
古
事
記
』
允
恭
段

諸
人
・
令
し
赴
日
、
得
し
実
則
全
、
偽
者
必
害
。
（
分
註
略
）
於
し
是
諸
人
各
著
木
綿
手
繊
而
赴
レ
釜
探
し
湯
。
則
得
レ
実
者
自
全
、
不
し
得
し

実
者
皆
傷
。
是
以
故
詐
者
惜
然
之
、
予
退
無
し
進
。
自
レ
是
之
後
、
氏
姓
自
定
、
更
無
詐
人
。

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

一

九



一
別
）

今
、
地
方
豪
族
の
カ
バ
ネ
に
関
し
て
、
国
造
ク
ラ
ス
の
豪
族
が
有
す
る
氏
姓
を
整
理
す
る
と
、
表
３
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
臣
・
連
．
直
、

君
な
ど
様
々
な
カ
バ
ネ
が
見
ら
れ
る
が
、
カ
バ
ネ
「
臣
」
の
確
実
な
初
見
は
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
岡
田
山
一
号
墳
出
土
大
刀
銘
の
「
額
田

部
臣
」
で
、
六
世
紀
半
ば
～
後
半
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
近
年
出
土
の
韓
国
の
六
世
紀
の
百
済
木
簡
（
扶
余
・
双
北
里
遺
跡
出
土
）
に
は
「
那

永
波
連
公
」
の
表
記
が
見
え
、
こ
れ
は
当
時
朝
鮮
諸
国
と
の
外
交
に
従
事
し
て
い
た
吉
士
集
団
、
難
波
吉
士
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

（
団
）で
、
「
連
公
」
（
連
）
は
な
お
尊
称
的
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
連
公
」
の
表
記
は
石
神
遺
跡
出
土
の
日
本
の
七
世
紀
の

木
簡
に
も
散
見
し
て
お
り
含
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
十
二
’
八
号
な
ど
Ｊ
同
じ
く
七
世
紀
の
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
出

（
認
）

土
木
簡
に
は
「
費
直
」
（
直
）
、
難
波
宮
跡
北
西
出
土
木
簡
に
は
「
意
弥
」
（
臣
か
）
の
事
例
も
知
ら
れ
る
。
「
費
直
」
は
和
歌
山
県
橋
本
市
隅
田

（
別
）

八
幡
宮
所
蔵
人
物
画
像
鏡
に
「
開
中
費
直
」
、
『
害
紀
』
所
引
百
済
系
史
料
の
「
百
済
本
記
」
に
「
加
不
至
費
直
」
（
河
内
直
）
の
事
例
が
あ
り
（
欽

（
弱
）

明
二
年
七
月
条
）
、
朝
鮮
三
国
の
ヨ
フ
リ
チ
カ
」
に
由
来
す
る
言
葉
で
、
大
城
邑
の
軍
事
的
首
長
の
意
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、

臣
・
連
・
直
な
ど
は
渡
来
系
氏
族
の
尊
称
的
呼
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
倭
王
権
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
王
権
内
の
序
列
・
秩

序
を
示
す
カ
バ
ネ
と
し
て
定
着
し
て
い
く
も
の
と
展
望
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
五
世
紀
の
倭
国
に
は
高
句
麗
王
の
高
、
百
済
王
の
余
（
扶
余
）
と
同
様
、
中
国
王
朝
と
の
通
交
の
必
要
上
か
ら
倭
姓
が
出

現
し
て
い
る
が
、
対
中
国
外
交
は
四
七
八
年
の
倭
王
武
を
最
後
に
、
六
○
○
年
の
遣
階
使
ま
で
一
二
○
年
間
の
中
断
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に
関

連
し
て
、
ｂ
・
ｃ
に
「
治
天
下
」
の
語
が
見
え
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
「
天
下
」
と
は
「
世
界
中
、
中
国
全
土
」
の
こ
と
で
あ
り
、
中
国
皇

帝
の
支
配
の
及
ぶ
範
囲
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ｂ
・
ｃ
の
「
天
下
」
は
倭
王
の
支
配
領
域
を
指
し
て
お
り
、
中
国
王
朝
を
中
心
と
す
る
「
天

下
」
か
ら
離
れ
た
場
所
に
お
い
て
、
自
国
の
領
域
を
「
天
下
」
と
す
る
観
念
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
即
ち
、
倭
王
武
の
宮
廷
は

中
国
王
朝
を
中
心
と
す
る
「
天
下
」
か
ら
離
脱
し
て
、
独
自
の
「
天
下
」
の
支
配
を
構
想
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
以
後
中
国
南
朝
と

（
卵
）

の
通
交
が
途
絶
す
る
理
由
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
倭
王
の
冊
立
を
伴
う
対
中
国
外
交
が
倭
国
の
存
立
に
不
可
欠
な
も
の
で
は
な
く

○



表3クニ・国造とその氏姓

A倭：倭直、葛城：葛城直、闘鶏：都祁直、山代：山代直、河内：凡河内直／伊

勢：伊勢直、神郡：磯部直、嶋津（志摩）：嶋直／三野：美濃直、角鹿：角鹿

直／丹波：丹波直・海直／明石：海直、針間：播磨直・佐伯直、針間鴨：針間

国造、大伯：吉備海部直／紀：紀直、熊野：熊野直

A'伊賀：伊賀臣、尾張：尾張連、三河：三河直・大伴直、穂：穂別／近淡海：近

江臣、近淡海之安：安直、額田：額田国造、本巣：国造、飛騨：飛騨国造／若

狭：膳臣、江沼：江沼臣、能登：能登臣、伊弥頭：射水臣／因幡：因幡国造、

伯耆：伯耆造（？）、出雲：出雲臣、石見：伊福部直？、意伎：海部直・大私

直／吉備：吉備臣（上道：上道臣、三野：三野臣、下道：下道臣、加夜：賀陽

臣、笠臣：笠臣)、吉備穴：阿那臣、都怒：角（都努）臣

B中県：中県直（三使部直)、安芸：安芸凡直・佐伯直、大嶋：凡海直、周芳：

周芳凡直、穴門：穴門直・長門凡直／淡路：淡路凡直、粟：粟凡直、長：長直、

讃岐：讃岐凡直・佐伯直、伊予：伊予凡直、久味：久米直、小市：越智直、風

早：風早直、土佐：土佐凡直、波多：秦姓？／大隅：大隅直、伊吉鴫：壹岐直、

津嶋県：直

C遠江：檜前舎人・物部、久努：久努直、駿河：金刺舎人、伊豆：日下部直、甲

斐：甲斐直･H下部直・三枝直・大伴直、相武：壬生直・漆部直、師長：壬生

直、武蔵：丈部直（大部直)、知々夫：大伴直（？）、安房：大伴直、長狭：壬

生直、須恵：日下部使主・日下部連、馬来田：？、上菟上：檜前舎人直・刑部

直、伊甚：春部直・伊甚直、武社：武射臣、菊麻：丈部直、千葉：大私部直、

印波：丈直・大生直（壬生直)、下菟上：他田日奉部直、新治：新治直、筑波：

丈部直・壬生連、茨城：茨城直・壬生連、仲：宇治部直・壬生直、久自：？、

多珂：君子部臣／科野：科野直・他田舎人・金刺舎人、那須：那須直、石城：

石城直、道口（尻）岐閑：？

，濾原：濾原君／牟義：牟義都君、上毛野：上毛野君、下毛野：下毛野君／加我

（宜）：道君、羽咋：羽咋君、越：高志君／多遅間：但馬君・日下部宿禰／吉備

風治：吉備品遅君、阿武：阿牟君／筑紫：筑紫君、竺志米多：米多（末多）君、

豊：豐国直、菟狭：宇佐君、国前：国前臣、比多：日下部連・日下部君、大分：

大分君、火：火（肥）君、阿蘇：阿蘇君・宇治部公、葦北：葦北君、日向：諸

県君、薩摩：薩摩君

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

(備考)A･A'…畿内とその周辺、B･C…カバネの大半は直(B…凡直/C…伴造的

国造が多い)、D･･･君姓。配列は便宜上後の五畿七道の順になっている(/は畿内以東の

地域と以西の地域の区分を示す)。氏姓が不明のものでも、周辺の国造との関係で、この

区分の中に入れたものもあるが、素賀国造、道奥菊多国造･阿尺国造･思国造･伊久国造・

染羽国造・浮田国造・信夫国造・白河国造・石背国造、三国国造・久比岐国造・高志深

江国造･佐渡国造、二方国造、波久岐国造、怒麻国造、松津国造･末羅国造･葛津立国造・

天草国造は表示できなかった。なお、甲斐については、鈴木正信「甲斐国造の「氏姓」

に関する再検討」（｢日本史研究』594，2011年）を参考にした。

一
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表4五～七世紀の倭王と部民

応神

仁徳

履中

反正

允恭

安康

雄略

清寧

顕宗

仁賢

武烈

継体

安閑

宣化

欽明

敏達

用明

崇峻

推古

野明

皇極

孝徳

天智

誉田別･･･誉津部・品遅部

大鶇鶇…雀(王)部※「古事記｣では崇峻も長谷部若雀で雀(王)部を領有か

去来穂別、磐余稚桜宮…若桜部

瑞歯別、丹比柴離宮…丹比部・蝮（王・公）部・多治比部《膳部・靱負》

雄朝津間若子宿禰…？

穴穂、石上穴穂宮…穴穂部・孔王部

大伯瀬幼武、長谷朝倉宮…建（王・公）部、長谷部

白髪、磐余甕栗宮…白髪部《舎人・膳夫・靱負》

弘計･来目稚子･石楪別、飛鳥八釣宮…久米部（来目部)、福草部（三枝部）

億計、石上広高宮･･･石上部？

小伯瀬稚鶇鶉、伯瀬列城宮…小長谷部・小伯瀬部造

男大通、磐余玉穂宮…磐余部？

勾、勾金橋宮…勾部《勾舎人・靱部》

檜前高田、檜隈盾入野宮…檜前部

天国排開広庭、磯城嶋金刺宮…金刺舎人

讓語田淳中倉太敷、讓語田幸玉宮…他田部、他田舎人、他田日奉部

橘豊日、池辺双槻宮…？

伯瀬部・長谷部若雀、倉梯宮…倉橋部・椋橋部、長谷部、雀（王）部

額田部…額田部、【私部】

田村…押坂彦人大兄の刑部（忍坂部）

斉明：宝…財部、【私部】

軽…軽部

葛城…葛城部、押坂彦人大兄の刑部（忍坂部)、【壬生部】

(備考）仁藤敦史「古代王権と「後期ミヤケ｣｣。（『古代王権と支配構造』吉川弘文館、

2012年）は部民制成立は6世紀という立場から、例えば清寧天皇のために設置されたと

いう白髪部は、本来は6世紀の継体天皇の皇后手白香皇女に関わるものであると説明し

ており、6世紀代の皇子女との関係で理解すべしとする。古市晃「王名サザキについて」

(『日本古代の王権と社会」塙書房､2010年）は、「姓氏録』左京皇別上･雀部朝臣条に「論

応神御世、代於皇太子大鶇鶇尊、繁木綿葎、掌監御膳。因賜名日大雀臣」と、御膳奉仕

の伝承があるので、「雀王部」（雀部）は仁徳の王宮に奉仕する集団として成立し、6世

紀末の崇峻朝まで存続したと見るが、むしろ崇峻＝長谷部若雀（｢古事記』）に奉仕する

雀部を遡及させたものと考える方がよいだろう。
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倭
王
の
権
威
を
支
え
る
宮
廷
組
織
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
雄
略
朝
に
人
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ

た
通
り
、
こ
れ
が
六
世
紀
に
部
民
制
と
し
て
確
立
す
る
も
の
と
展
望
さ
れ
る
。
但
し
、
部
民
制
に
は
大
王
宮
を
支
え
る
宮
廷
組
織
だ
け
で
な
く
、

皇
子
女
の
宮
、
生
活
の
資
養
を
地
方
か
ら
の
収
取
に
よ
っ
て
支
え
る
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。
記
紀
に
記
さ
れ
た
名
代
・
子
代
の
部
に
関
し
て

（
師
）

は
諸
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
「
名
」
と
は
基
本
的
に
は
大
王
宮
や
皇
子
女
の
宮
名
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
七
世
紀

の
木
簡
に
散
見
す
る
当
時
の
部
民
の
表
記
方
法
に
注
目
し
た
い
。
八
世
紀
に
成
立
す
る
記
紀
で
は
、
例
え
ば
安
康
の
名
代
は
穴
穂
部
、
反
正
は

丹
比
部
と
表
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
孔
王
部
、
蝮
王
部
と
も
記
す
事
例
が
あ
る
こ
と
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
近
年
増
加
す

る
七
世
紀
木
簡
に
は
「
建
王
ァ
」
・
「
建
公
ァ
」
（
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
十
八
’
三
七
・
二
七
号
、
十
七
’
四
六
・
一

○
七
号
）
、
「
雀
王
ァ
」
（
十
八
’
二
四
・
三
一
号
）
、
「
蝮
王
ァ
」
・
「
蝮
公
ァ
」
（
十
八
’
二
七
号
、
十
七
’
八
一
号
）
な
ど
の
表
記
方
法
が
存

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
王
族
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
部
に
は
「
○
○
王
（
公
匡
と
い
う
王
名
、
そ
の
王
を
資
養
す
る
王
宮
の
名
称
を

明
記
す
る
の
が
本
来
の
表
記
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
『
書
紀
』
大
化
二
年
八
月
癸
酉
条
（
品
部
廃
止
詔
Ｉ
）
に
「
其
仮
借
王
名
為
伴
造
」
、
「
王
者
之
児
相
続
御
寓
、

信
知
ゞ
時
帝
与
祖
皇
名
・
、
不
し
可
レ
見
レ
忘
於
世
・
・
而
以
主
名
↑
、
軽
掛
川
野
｜
、
呼
名
百
姓
↓
、
誠
可
畏
レ
焉
」
、
同
三
年
四
月
壬
午
条
（
品

部
廃
止
詔
Ⅱ
）
に
「
始
於
神
名
・
天
皇
名
々
、
或
別
為
臣
連
之
氏
》
、
或
別
為
↓
造
等
之
色
・
由
し
是
率
士
民
心
、
固
執
彼
此
、
深
生
↓

我
汝
、
各
守
名
々
ゞ
。
又
拙
弱
臣
連
・
伴
造
・
国
造
、
以
彼
為
し
姓
神
名
・
王
名
、
逐
自
心
之
所
レ
帰
、
妄
付
前
前
処
処
、
〈
前
々
、

猶
謂
人
々
↓
也
〉
・
震
以
神
名
・
王
名
《
、
為
人
賂
物
之
故
、
入
他
奴
脾
｜
、
艤
汗
清
名
」
な
ど
と
あ
る
事
態
の
一
端
が
理
解
可
能
に

（
認
〉

な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
記
紀
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
王
名
と
関
係
す
る
部
民
は
五
世
紀
代
と
目
さ
れ
る
天
皇
の
代
々
に
設
置
さ
れ
て
い
た

な
る
と
、
中
国
坐

く
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
的
な
倭
王
の
姓
は
定
着
せ
ず
、
倭
王
は
む
し
ろ
臣
下
に
氏
姓
を
授
与
す
る
こ
と
で
、
「
天
下
」
を
創
成
す
る
存
在
に
な
っ
て
い

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制
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と
さ
れ
る
が
、
人
制
に
よ
る
宮
廷
組
織
が
整
備
さ
れ
る
の
が
五
世
紀
末
に
近
い
雄
略
朝
で
あ
り
、
五
世
紀
に
は
部
民
制
が
未
成
立
で
あ
っ
た
点

を
考
慮
す
る
と
、
例
え
ば
雄
略
の
子
清
寧
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
白
髪
部
は
、
本
来
は
六
世
紀
の
継
体
の
皇
后
手
白
香
皇
女
に
関
わ
る

（
弱
）

も
の
と
い
う
よ
う
に
、
六
世
紀
代
の
皇
子
女
と
の
関
係
で
理
解
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ｆ
に
は
仁
賢
の
皇
女
で
、
継
体
の
子
安
閑
の
大
后
に
な
っ
た
春
日
山
田
皇
女
に
奉
仕
す
る
春
日
部
と
そ
の
貢
納
の
一
つ
の
拠
点
と
な
る
伊
甚

屯
倉
の
設
置
事
情
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
地
方
豪
族
の
服
属
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
。
『
三
代
実
録
』
貞
観
九
年
四
月
二
十
日
条
に
は

こ
の
伊
甚
地
域
に
春
部
直
姓
者
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
春
日
部
を
管
理
し
て
貢
納
・
奉
仕
を
担
当
す
る
国
造
の
一
族
が
春
部
直
を
称
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
『
書
紀
」
に
よ
る
と
、
安
閑
は
皇
妃
の
た
め
に
畿
内
に
屯
倉
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、

春
日
山
田
皇
女
．
：
三
島
竹
村
屯
倉
～
三
島
県
主
が
土
地
を
献
上
、
凡
河
内
直
（
河
内
国
造
）
が
河
県
部
曲
か
ら
春
秋
各
五
百
人
の
鑛
丁
を

出
し
て
田
部
と
し
て
耕
作

紗
手
媛
（
巨
勢
男
人
の
女
）
：
．
小
墾
田
屯
倉
～
毎
国
田
部
、
県
犬
養
連
が
屯
倉
之
税
を
管
掌

香
香
有
媛
（
巨
勢
男
人
の
女
）
…
桜
井
屯
倉
・
茅
淳
屯
倉
～
毎
国
田
部
、
桜
井
田
部
連
が
屯
倉
之
税
を
管
掌

宅
媛
（
物
部
木
蓮
子
の
女
）
…
難
波
屯
倉
～
毎
郡
鐘
丁
、
難
波
吉
士
が
屯
倉
之
税
を
管
掌

と
い
う
も
の
で
（
安
閑
元
年
七
月
辛
巳
朔
・
十
月
甲
子
・
閏
十
二
月
壬
午
、
同
二
年
九
月
丙
戌
条
）
、
畿
内
に
お
け
る
王
権
の
経
済
基
盤
確
立

（
帥
）

に
努
め
て
い
る
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。

継
体
が
畿
内
周
縁
に
居
住
し
て
い
た
傍
系
の
王
族
な
の
か
、
地
方
豪
族
と
し
て
倭
王
権
を
篁
奪
し
た
の
か
は
な
お
不
明
の
点
が
あ
る
が
、
尾

張
・
近
江
・
越
な
ど
の
豪
族
と
婚
姻
関
係
を
有
す
る
継
体
の
即
位
は
、
倭
王
権
の
支
配
基
盤
を
広
げ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
継
体
朝
に
は
筑
紫

君
磐
井
の
乱
を
平
定
し
て
、
地
方
豪
族
の
服
属
の
上
で
も
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
。
但
し
、
継
体
と
尾
張
氏
の
間
に
生
ま
れ
た
安
閑
・
宣
化
は

畿
内
に
基
盤
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
皇
妃
資
養
の
た
め
の
経
済
基
盤
作
り
に
迫
ら
れ
、
そ
れ
が
王
権
の
畿
内
支
配
強
化
に
も
つ
な
が
っ

四



小
稿
で
は
五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
を
手
が
か
り
に
、
当
該
期
の
倭
王
権
の
支
配
体
制
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。
「
宋
書
』
倭
国
伝
の
倭
王
武
の

上
表
文
に
は
「
東
征
毛
人
《
五
十
五
国
、
西
服
衆
夷
六
十
六
国
、
渡
平
海
北
《
九
十
五
国
」
と
あ
り
、
列
島
内
の
東
・
西
、
ま
た
朝
鮮
半

島
に
も
倭
王
権
の
活
動
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
「
海
北
」
Ⅱ
朝
鮮
半
島
諸
国
と
の
関
係
は
領
土
的
支
配

で
は
な
く
、
中
央
・
地
方
豪
族
の
独
自
の
通
交
を
含
む
多
元
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
列
島
内
に
関
し
て
は
、
ｂ
・
ｃ
の

銘
文
刀
剣
が
示
す
よ
う
に
、
倭
王
権
が
関
係
を
有
す
る
地
域
が
関
東
～
九
州
と
、
東
西
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
各
地
の
豪
族
が
卜

て
い
く
。
そ
し
て
、
倭
の
五
王
の
系
統
を
引
く
手
白
香
皇
女
所
生
の
欽
明
の
段
階
で
は
、
継
体
・
安
閑
朝
の
地
方
豪
族
の
服
属
進
展
を
ふ
ま
え

て
、
地
方
豪
族
に
皇
子
女
の
資
養
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
王
宮
に
関
わ
る
部
民
の
設
置
、
部
民
制
的
貢
納
に
よ
る
人

的
・
物
的
収
取
の
実
現
に
展
開
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

論
が
六
世
紀
に
及
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
中
央
集
権
的
国
家
組
織
は
六
世
紀
に
確
立
し
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
は
五
世
紀
は
そ
の
萌
芽
段
階
で
あ
り
、
カ
バ
ネ
に
よ
る
秩
序
も
国
造
制
、
部
民
制
、
屯
倉
制
の
中
に
地
方

豪
族
を
位
置
づ
け
る
上
で
必
要
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
表
３
に
は
国
造
が
様
々
な
カ
バ
ネ
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
こ
に
は

勿
論
五
世
紀
以
来
の
倭
王
権
と
各
地
の
地
方
豪
族
の
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
カ
バ
ネ
の
秩
序
と
い
う
形
で
固
定
化
、

（
仇
）

王
権
か
ら
の
氏
姓
賜
与
の
「
名
づ
け
」
と
地
方
豪
族
側
の
「
名
乗
り
」
と
し
て
定
着
し
て
い
く
の
が
六
世
紀
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
五
世

紀
の
王
権
は
中
央
集
権
化
へ
の
胎
動
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
充
分
に
定
着
し
な
か
っ
た
段
階
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
王
権
を
構
造
的
に
支
え

る
カ
バ
ネ
の
秩
序
、
ま
た
国
造
制
な
ど
の
地
方
制
度
も
未
成
立
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

五



モ
と
し
て
上
番
し
、
大
王
号
の
成
立
や
「
治
天
下
」
の
観
念
な
ど
、
王
権
の
飛
躍
が
窺
わ
れ
る
。
中
央
有
力
豪
族
の
葛
城
氏
の
制
圧
、
地
方
豪

族
の
吉
備
氏
を
製
肘
し
、
渡
来
人
の
把
握
や
大
王
宮
の
宮
廷
組
織
整
備
が
進
展
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
大
和
盆
地
西
南
部
を
本
拠
と

し
、
朝
鮮
諸
国
と
の
通
交
を
掌
握
し
て
い
た
葛
城
氏
を
打
倒
し
、
倭
王
自
ら
が
外
交
を
主
導
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
渡
来
人
の
先
進
技

術
を
独
占
し
得
た
こ
と
は
、
王
権
の
強
化
・
発
展
に
有
用
で
あ
っ
た
。

Ｗ
『
書
紀
」
安
閑
元
年
閨
十
二
月
是
月
条

武
蔵
国
造
笠
原
直
使
主
与
同
族
小
杵
相
争
国
造
《
〈
使
主
・
小
杵
、
皆
名
也
〉
、
経
し
年
難
レ
決
也
。
小
杵
性
阻
有
し
逆
、
心
高
無
し
順
、

密
就
求
援
於
上
毛
野
君
小
熊
而
謀
レ
殺
使
主
・
使
主
覚
レ
之
走
出
、
詣
レ
京
言
状
朝
庭
↑
・
臨
レ
断
以
使
主
為
国
造
、
而
誹
小

杵
・
国
造
使
主
煉
薑
交
懐
、
不
し
可
黙
已
↓
・
謹
為
国
家
↓
奉
レ
置
横
淳
・
橘
花
・
多
氷
・
倉
楪
四
処
屯
倉
。

但
し
、
ｂ
の
杖
刀
人
某
の
一
族
は
こ
れ
以
後
埼
玉
古
墳
群
を
築
造
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
地
方
豪
族
の
上
番
は
ま
だ
端
緒
的
形
態
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
Ｗ
の
使
主
・
小
杵
と
こ
の
某
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
Ｗ
に
よ
り
武
蔵
国
造
が
任
命
さ
れ
、
屯
倉
を
拠
点
と
す
る
貢
納

が
体
制
と
し
て
確
立
す
る
の
で
あ
り
、
倭
王
権
と
地
方
豪
族
の
関
係
が
機
構
的
に
定
着
す
る
の
は
六
世
紀
を
俟
た
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
カ
バ

ネ
に
よ
る
秩
序
も
こ
う
し
た
全
国
的
な
豪
族
把
握
を
ふ
ま
え
て
必
要
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
五
世
紀
、
就
中
そ
の
後
半
段

階
は
倭
王
権
に
よ
る
中
央
集
権
的
国
家
体
制
構
築
が
萌
芽
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
の
胎
動
は
六
世
紀
に
確
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
『
書
紀
」
欽
明
紀
の
前
半
部
分
は
百
済
系
史
料
に
由
来
す
る
「
任
那
」
の
動
向
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
国
内
記
事
は

（
舵
）

殆
ど
な
い
が
、
本
稿
で
も
展
望
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
倭
王
権
の
中
央
集
権
体
制
整
備
は
こ
こ
に
一
つ
の
到
達
点
が
あ
る
も
の
と
目
さ
れ
、

国
造
制
、
部
民
制
、
屯
倉
制
の
さ
ら
な
る
内
容
解
明
と
も
ど
も
、
そ
の
過
程
の
細
部
を
考
究
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
掴
筆
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

一
二
一
ハ



註（
１
）
拙
著
『
東
ア
ジ
ア
の
動
乱
と
倭
国
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
六

年
）
、
拙
稿
ａ
「
大
和
政
権
と
地
方
豪
族
」
二
教
科
通
信
』
二
五
の

一
三
、
一
九
八
八
年
）
、
ｂ
「
出
雲
地
域
と
ヤ
マ
ト
王
権
」
言
新
版
古

代
の
Ｈ
本
」
四
、
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
）
、
ｃ
「
律
令
国
家
形

成
の
動
き
」
含
別
冊
歴
史
読
本
大
化
改
新
と
古
代
国
家
誕
生
」
新

人
物
性
来
社
、
二
○
○
八
年
）
な
ど
。

（
２
）
狩
野
久
「
部
民
制
・
国
造
制
」
亀
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
二
、
岩
波

書
店
、
一
九
九
三
年
『
平
林
章
仁
「
国
造
制
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
「
龍

谷
史
壇
」
八
三
、
一
九
八
三
年
）
、
篠
川
賢
「
日
本
古
代
国
造
制
の
研

究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（
３
）
拙
稿
「
欽
明
天
皇
」
二
古
代
の
人
物
」
一
、
清
文
堂
、
二
○
○
九
年
）
、

武
田
幸
男
「
六
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
三
国
の
国
家
体
制
」
亀
東
ア
ジ

ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
四
、
学
生
社
、
一
九
八
○
年
）

な
ど
。

（
４
）
舘
野
和
己
「
屯
倉
制
の
成
立
」
（
「
日
本
史
研
究
」

一
九
○
、
一
九
七
八
年
）
、
笹
川
進
二
郎
弓
糟
屋
屯
倉
」
献
上
の
政

治
史
的
考
察
」
含
歴
史
学
研
究
』
五
四
六
、
一
九
八
五
年
）
、
大
津
透

「
律
令
国
家
と
畿
内
」
含
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
」
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
）
な
ど
。

言
）
拙
稿
ａ
．
海
北
」
か
ら
「
西
」
へ
」
亀
遣
唐
使
と
古
代
日
本
の
対

五
世
紀
の
銘
文
″
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

外
政
策
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
八
年
）
、
ｂ
「
「
任
那
」
の
用
法
と

「
任
那
日
本
府
」
（
「
在
安
羅
諸
倭
臣
等
こ
の
実
態
に
関
す
る
研
究
」

亀
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
三
五
、
二
○
一
○
年
）
、
ｃ
「
吉

備
白
猪
・
児
島
屯
倉
と
屯
倉
制
」
亀
古
代
国
家
と
天
皇
」
同
成
社
、

二
○
一
○
年
）
な
ど
。

（
６
）
拙
稿
「
書
評
小
林
敏
男
著
「
日
本
古
代
国
家
の
形
成
」
」
亀
歴
史
評

論
」
六
九
九
、
二
○
○
八
年
）
。

（
７
）
滝
口
宏
監
修
、
市
原
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
市
原
市
文
化
財
セ

ン
タ
ー
編
三
王
賜
」
銘
鉄
剣
概
報
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
、

東
京
国
立
博
物
館
編
『
江
田
船
山
古
墳
出
土
国
宝
銀
象
嵌
銘
大
刀
」

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
、
東
野
治
之
『
日
本
古
代
金
石
文
の

研
究
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
四
年
）
、
「
七
世
紀
以
前
の
金
石
文
」
含
大

和
古
寺
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
○
二
年
）
な
ど
。

（
８
）
河
内
春
人
「
倭
王
武
の
上
表
文
と
文
字
表
記
」
含
国
史
学
』

一
八
一
、
二
○
○
三
年
）
は
、
倭
王
武
の
宋
へ
の
遣
使
を
即
位
遣
使

と
し
、
武
の
即
位
は
四
七
○
年
代
半
ば
以
降
と
見
る
。
辛
亥
年
を

四
七
一
年
と
す
る
と
、
ヲ
ワ
ヶ
（
三
が
中
央
で
ワ
カ
タ
ヶ
ル
に
仕

え
た
後
に
本
拠
に
戻
る
時
点
で
鉄
剣
が
製
作
さ
れ
た
と
仮
定
し
て

（
ヲ
ワ
ヶ
（
三
は
関
東
の
豪
族
で
、
中
央
出
仕
の
後
に
本
拠
地
に

戻
り
死
去
し
て
、
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
と
見
る
）
、
そ
の
在
位
期
間

は
辛
亥
年
よ
り
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
即
位
は
少
な
く
と

も
四
六
○
年
代
に
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
齪
罷
す
る
と
い
う
。
ま
た
七

世
紀
の
金
石
文
で
は
、
王
の
名
乗
り
に
「
某
宮
」
が
つ
く
場
合
、
そ

七



の
王
は
既
に
死
去
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
辛
亥
年
に
は

ワ
カ
タ
ヶ
ル
の
既
に
世
を
去
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
点
を
指
摘
し
、

稲
荷
山
古
墳
に
は
六
世
紀
の
副
葬
品
が
含
ま
れ
て
い
る
点
と
合
せ
て

（
稲
荷
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
「
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』
埼
玉
県
教

育
委
員
会
、
一
九
八
○
年
）
、
埋
葬
は
六
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
る

と
し
て
、
辛
亥
年
は
五
三
一
年
と
解
す
る
の
が
よ
い
と
見
る
。
但
し
、

武
の
入
宋
が
即
位
遣
使
か
否
か
は
確
言
で
き
ず
、
六
世
紀
前
半
の
副

葬
品
は
追
葬
の
可
能
性
も
あ
り
、
埋
葬
年
代
も
さ
ら
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）
岸
俊
男
「
稲
荷
山
鉄
剣
銘
と
丈
部
」
（
「
日
本
古
代
文
物
の
研
究
」
塙

書
房
、
一
九
八
八
年
）
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
「
稲
荷
山
古
墳
出
土

鉄
剣
金
象
嵌
銘
概
報
』
二
九
七
九
年
）
一
四
頁
な
ど
。

（
皿
）
篠
川
賢
「
鉄
刀
銘
の
世
界
」
（
「
古
代
を
考
え
る
雄
略
天
皇
と
そ
の

時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
、
小
林
敏
男
「
稲
荷
山
古
墳

出
土
鉄
剣
銘
に
つ
い
て
」
、
「
安
閑
天
皇
紀
の
い
わ
ゆ
る
「
武
蔵
国
造

の
乱
」
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
日
本
古
代
国
家
の
形
成
」
吉
川
弘

文
館
、
二
○
○
七
年
）
な
ど
。
な
お
、
篠
川
賢
ヨ
国
造
」
の
読
み

と
表
記
」
（
「
本
郷
」
八
、
一
九
九
六
年
）
で
は
、
「
臣
乎
獲
居
」
と
は

な
っ
て
い
な
い
の
で
、
純
然
た
る
漢
語
で
は
な
く
、
カ
バ
ネ
に
通
じ

る
性
格
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

（
Ⅱ
）
東
野
註
（
７
）
論
文
。

危
）
田
中
史
生
「
武
の
上
表
文
」
（
「
文
字
と
古
代
日
本
』
二
、
吉
川
弘
文

館
、
二
○
○
二
年
）
。

面
）
亀
井
正
道
「
船
山
古
墳
と
銀
象
嵌
大
刀
」
（
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
こ

三
四
○
、
一
九
七
九
年
に
よ
る
と
、
江
田
船
山
古
墳
の
副
葬
品
に

は
銘
文
入
り
の
大
刀
の
他
に
、
そ
れ
と
同
一
作
者
ま
た
は
同
一
工
房

の
製
作
と
目
さ
れ
る
二
口
の
直
刀
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
下

賜
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
ム
リ
テ
が
作
刀
主
体
と
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
。

（
Ｍ
）
最
近
の
論
考
で
は
、
大
津
透
「
天
皇
歴
史
」
例
神
話
か
ら
歴
史
へ
（
講

談
社
、
二
○
一
○
年
）
一
四
八
頁
、
和
田
華
「
ヤ
マ
ト
国
家
の
成
立
」
（
文

英
堂
、
二
○
一
○
年
）
一
五
○
～
一
五
八
頁
な
ど
が
こ
の
立
場
を
と
っ

て
い
る
。

（
理
溝
口
睦
子
「
日
本
氏
族
系
譜
の
成
立
』
（
学
習
院
、
一
九
八
二
年
）
、

『
古
代
史
族
の
系
譜
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
、
義
江
明
子

「
日
本
古
代
の
氏
の
構
造
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
、
『
日
本

古
代
系
譜
様
式
論
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
○
年
）
な
ど
。
な
お
、

仁
藤
敦
史
。
辛
亥
」
銘
鉄
剣
と
「
武
蔵
国
造
の
乱
亡
会
古
代
王
権

と
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
二
年
）
は
、
大
王
お
よ
び
中

央
有
力
豪
族
と
地
方
豪
族
と
の
二
重
の
統
属
関
係
が
中
央
で
の
刀
剣

下
賜
儀
礼
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
構
造
で
あ
っ
た
と
見
て
、
上
祖
か

ら
五
代
と
そ
れ
以
下
の
三
代
の
系
譜
的
断
絶
を
認
め
た
上
で
、
職
位

を
介
し
た
中
央
本
宗
氏
と
地
方
首
長
層
の
擬
制
的
な
同
祖
同
族
関
係

を
大
王
が
承
認
し
た
と
す
る
。
但
し
、
以
下
で
述
べ
る
地
方
豪
族
の

自
立
性
、
国
造
制
・
部
民
制
に
よ
る
関
係
固
定
化
が
未
成
立
で
あ
っ

た
点
を
考
慮
す
る
と
、
五
世
紀
の
段
階
で
は
こ
の
よ
う
な
擬
制
的
系

八



譜
の
確
認
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
哩
和
田
註
（
Ｍ
）
書
一
五
三
頁
。
な
お
、
二
二
○
～
二
一
二
頁
で
は
、

ｃ
の
ム
リ
テ
も
倭
王
権
か
ら
下
向
し
た
と
見
て
い
る
。

（
Ⅳ
）
篠
川
賢
「
五
世
紀
後
半
の
政
治
組
織
」
含
日
本
古
代
国
造
制
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
四
一
頁
。

（
肥
）
和
田
註
（
Ｍ
）
書
一
五
○
～
一
五
三
頁
。

（
岨
）
亀
谷
弘
明
「
伊
豆
国
の
荷
札
木
簡
と
（
膳
）
大
伴
部
」
亀
古
代
』

九
九
、
一
九
九
五
年
）
、
佐
藤
信
「
古
代
安
房
国
と
木
簡
」
含
日
本

古
代
の
宮
都
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
、
川
尻
秋
生

「
古
代
安
房
国
の
特
質
」
（
「
古
代
東
国
史
の
基
礎
的
研
究
」
塙
書
房
、

二
○
○
三
年
）
な
ど
。
但
し
、
俣
野
好
治
「
倭
王
権
と
大
伴
部
」
（
「
律

令
国
家
史
論
集
』
塙
書
房
、
二
○
一
○
年
）
は
、
大
伴
部
を
膳
大
伴

部
と
理
解
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
な
お
、
加
藤
謙
吉
「
磐

鹿
六
鴫
命
の
伝
承
」
（
「
日
本
歴
史
」
六
六
二
、
二
○
○
三
年
）
は
、
ｄ
・

ｅ
の
伝
承
が
東
国
で
成
立
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
食
膳
奉
仕
の
ト

モ
の
組
織
と
東
国
と
の
関
係
を
さ
ら
に
探
究
す
べ
き
こ
と
を
展
望
し

て
い
る
。

（
別
）
「
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
八
月
八
日
条
の
尾
張
国
海
部
郡
人
甚
目
連

宗
氏
ら
の
高
尾
張
宿
禰
賜
姓
、
「
先
代
旧
事
本
紀
」
巻
五
「
天
孫
本
紀
」

の
尾
張
連
氏
の
系
譜
記
事
な
ど
に
よ
り
、
尾
張
氏
は
本
来
葛
城
の
地

を
本
拠
と
し
て
お
り
、
後
に
尾
張
に
移
住
し
た
と
す
る
見
方
も
あ
る

が
、
直
木
孝
次
郎
「
継
体
朝
の
動
乱
と
神
武
伝
説
」
二
日
本
古
代
国

家
の
構
造
」
青
木
書
店
、
一
九
五
八
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
む

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

し
る
継
体
以
降
の
尾
張
氏
の
畿
内
へ
の
拠
点
形
成
が
神
武
紀
の
高
尾

張
邑
の
伝
承
を
生
み
、
そ
こ
か
ら
尾
張
氏
と
当
地
の
関
係
が
遡
及
さ

れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
中
林
隆
之
「
石
作
氏
の
配
置
と
そ
の

前
提
」
含
日
本
歴
史
』
七
五
一
、
二
○
一
○
年
）
は
、
尾
張
氏
の
中

央
進
出
に
伴
い
、
継
体
擁
立
の
一
つ
の
基
盤
で
あ
る
淀
川
水
系
周
辺

部
の
山
背
地
域
一
帯
に
石
作
氏
な
ど
尾
張
系
氏
族
が
進
出
・
定
着
す

る
様
子
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
動
向
も
参
照
さ
れ
る
。

（
型
拙
稿
「
評
司
・
国
造
の
執
務
構
造
」
含
地
方
木
簡
と
郡
家
の
機
構
」

同
成
社
、
二
○
○
九
年
）
。
な
お
、
仁
藤
敦
史
「
古
代
王
権
と
「
後

期
ミ
ャ
ヶ
」
」
（
註
（
堕
書
）
も
群
臣
層
を
介
し
た
分
節
的
支
配
と

位
置
づ
け
て
い
る
。

（
空
岡
田
精
司
「
伊
勢
神
宮
の
起
源
」
亀
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
塙

書
房
、
一
九
七
○
年
）
、
和
田
註
（
Ｍ
）
書
な
ど
。

（
翌
鈴
木
靖
民
「
倭
の
五
王
の
外
交
と
内
政
」
含
倭
国
史
の
展
開
と
東
ァ

ジ
こ
岩
波
書
店
、
二
○
一
二
年
）
、
河
内
春
人
「
倭
の
五
王
と
中

国
外
交
」
（
「
日
本
の
対
外
関
係
」
一
、
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
○
年
）
、

註
（
１
）
拙
稿
ｃ
な
ど
。

（
別
）
岡
崎
敬
「
安
岳
三
号
墳
（
冬
寿
墓
）
の
研
究
」
（
「
史
淵
』

九
五
、
一
九
六
四
年
）
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院
・

朝
鮮
画
報
社
「
徳
興
里
高
句
麗
壁
画
古
墳
」
（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
）

な
ど
。

（
妬
）
井
上
直
樹
「
集
安
出
土
文
字
資
料
か
ら
み
た
高
句
麗
の
支
配
体
制
に

つ
い
て
の
一
考
察
」
（
「
朝
鮮
学
報
」
二
○
三
、
二
○
○
七
年
）
。

九



（
韮
武
田
幸
男
「
牟
頭
妻
一
族
と
高
句
麗
王
権
」
書
高
句
麗
史
と
東
ァ
ジ

ｚ
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
・

（
ご
「
旧
唐
書
』
高
麗
伝
に
は
、
「
其
官
大
者
号
大
対
盧
、
比
：
一
品
、

總
知
国
事
、
三
年
一
代
。
若
称
レ
職
者
、
不
し
拘
年
限
・
交
替
之

日
、
或
不
菖
相
祗
服
、
皆
勒
レ
兵
相
攻
、
勝
者
為
し
之
。
其
王
但
閉

し
宮
自
守
、
不
し
能
制
禦
・
」
と
あ
り
、
王
の
権
限
は
必
ず
し
も
絶

対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
有
力
貴
族
の
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
句
麗
王
権
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
鬼
頭
清

明
『
白
村
江
』
（
教
育
社
、
一
九
八
一
年
）
も
参
照
。

（
翌
坂
元
義
種
「
五
世
紀
の
〈
百
済
大
王
〉
と
そ
の
王
・
侯
」
亀
古
代
東

ア
ジ
ア
の
日
本
と
朝
鮮
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
耳
李
文
基
「
百

済
内
朝
制
度
試
論
」
（
「
学
習
院
史
学
』
四
一
、
二
○
○
三
年
）
な
ど
。

（
空
以
上
の
百
済
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
河
内
註
（
至
論
文
を
参
照
。

（
釦
）
拙
稿
「
天
皇
と
名
字
」
（
「
天
皇
・
天
皇
制
を
よ
む
』
東
京
大
学
出
版

会
、
二
○
○
八
年
）
・

〈
別
）
河
内
註
（
至
論
文
。

（
聖
井
上
光
貞
「
帝
紀
か
ら
み
た
葛
城
氏
」
（
「
日
本
古
代
国
家
の
研
究
」

岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
、
『
葛
城
氏
の
実
像
」
（
福
原
考
古
学
研

究
所
、
二
○
○
六
年
）
、
坂
靖
「
葛
城
の
王
都
」
（
「
奈
良
女
子
大
学

一
三
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
集
」
一
七
、
二
○
○
七
年
）
、
加

藤
謙
吉
『
秦
氏
と
そ
の
民
」
（
白
水
社
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
羽
）
門
脇
禎
二
他
編
「
古
代
を
考
え
る
吉
備
」
（
吉
川
弘
文
館
、

二
○
○
五
年
）
、
北
郷
泰
道
『
古
代
日
向
・
神
話
と
歴
史
の
問
」
（
鉱
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脈
社
、
二
○
○
七
年
）
な
ど
。

亀
田
修
一
「
考
古
学
か
ら
見
た
吉
備
の
渡
来
人
」
二
朝
鮮
社
会
の
史

的
展
開
と
東
ア
ジ
ア
」
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
、
狩
野
久
「
吉

備
と
周
辺
諸
国
の
渡
来
人
」
含
発
掘
文
字
が
語
る
古
代
王
権
と
列
島

社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
○
年
）
な
ど
。

長
山
泰
孝
「
前
期
大
和
王
権
の
支
配
体
制
」
亀
古
代
国
家
と
王
権
」

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
・

「
日
本
書
紀
』
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
六
三
八
頁
補
注
。

直
木
孝
次
郎
「
人
制
の
研
究
」
（
註
（
別
）
書
）
・

吉
村
武
彦
「
仕
奉
と
貢
納
」
（
「
日
本
の
社
会
史
』
四
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
六
年
）
・

小
林
敏
男
「
日
本
古
代
国
家
形
成
史
考
賃
校
倉
書
房
、
二
○
○
六
年
）
、

『
日
本
古
代
国
家
の
形
成
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
七
年
）
・

註
（
型
拙
稿
。

鎌
田
元
一
「
「
部
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
察
」
、
「
部
民
制
の
構
造

と
展
開
」
亀
律
令
公
民
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
○
○
一
年
）
・

中
林
註
（
帥
）
論
文
は
、
『
播
磨
国
風
土
記
」
印
南
郡
小
嶋
条
に
吉

備
比
古
・
吉
備
比
売
が
「
国
境
」
を
定
め
る
使
者
を
迎
え
た
と
あ
る

こ
と
や
『
続
紀
」
神
護
元
年
五
月
庚
戌
条
の
「
上
道
臣
息
長
借
鎌
」

の
子
孫
馬
飼
造
人
上
の
印
南
野
臣
賜
姓
な
ど
か
ら
、
吉
備
勢
力
の
播

磨
へ
の
進
出
を
指
摘
し
、
播
磨
西
部
に
分
布
す
る
山
直
・
山
部
姓
者

は
吉
備
氏
の
統
属
下
に
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
ま
た
ｓ
１
１
．
２
を

経
て
、
六
世
紀
に
尾
張
系
氏
族
の
石
作
氏
を
配
置
し
て
、
王
権
に
よ

四
○



へへ

5049
…ー

へ

48
ー

（
岬
）

へ

46
ー

ヘヘヘ

454443
……

へ

51
ー

る
播
磨
産
の
石
材
確
保
が
実
現
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
播

磨
の
位
置
づ
け
・
王
権
の
勢
力
浸
透
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
風
土
記
と
渡
来
人
」
（
「
季
刊
考
古
学
』
六
○
、
一
九
九
七
年
）
も
参
照
。

吉
村
武
彦
「
ヤ
マ
ト
王
権
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
一
○
年
）
・

坂
元
義
種
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
日
本
と
朝
鮮
」
（
註
（
朗
）
書
）
・

上
表
文
の
内
容
に
も
対
高
句
麗
戦
の
構
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
拙

著
『
倭
の
五
王
」
（
山
川
出
版
社
、
二
○
一
○
年
）
を
参
照
。

前
川
明
久
「
大
化
前
代
の
宿
禰
（
足
尼
）
に
つ
い
て
」
含
歴
史
評
論
』

一
六
四
、
一
九
六
四
年
）
、
前
之
園
亮
一
『
研
究
史
古
代
の
姓
』
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）
な
ど
。

佐
伯
有
情
「
日
本
古
代
の
別
（
和
気
）
と
そ
の
実
態
」
、
「
倭
の
五

王
と
そ
の
時
代
」
二
日
本
古
代
の
政
治
と
社
会
」
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
○
年
）
。

直
木
孝
次
郎
「
応
神
天
皇
の
実
在
性
を
め
ぐ
っ
て
」
亀
飛
鳥
奈
良
時

代
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
五
年
）
・

岸
俊
男
「
画
期
と
し
て
の
雄
略
朝
」
（
註
（
９
）
書
）
・

加
藤
晃
「
我
が
国
に
お
け
る
姓
の
成
立
に
つ
い
て
」
亀
続
日
本
古
代

史
論
集
」
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）
、
武
光
誠
「
姓
の

成
立
と
庚
午
年
籍
」
（
「
日
本
古
代
国
家
と
律
令
制
」
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
四
年
）
な
ど
。

八
木
充
「
国
造
制
の
構
造
」
（
『
日
本
古
代
政
治
組
織
の
研
究
』
塙
書

房
、
一
九
八
六
年
）
の
表
を
基
礎
に
、
佐
伯
有
情
・
高
嶋
弘
志
編
「
国

造
・
県
主
関
係
史
料
集
」
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
そ
の
他

五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制

の
知
見
を
加
味
し
て
、
作
成
し
た
。

（
印
）
平
川
南
「
百
済
の
都
出
土
の
「
連
公
」
木
簡
」
亀
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
一
五
三
、
二
○
○
九
年
）
、
「
百
済
の
都
出
土
の
「
那

氷
波
連
公
」
木
簡
」
（
「
木
簡
研
究
」
三
二
、
二
○
一
○
年
測
竹
本
晃
「
古

代
人
名
表
記
の
「
連
公
」
を
め
ぐ
っ
て
」
含
日
本
古
代
の
王
権
と
社
会
」

塙
書
房
、
二
○
一
○
年
）
な
ど
。
な
お
、
吉
士
集
団
と
外
交
に
関
し

て
は
、
拙
稿
「
古
代
難
波
に
お
け
る
外
交
儀
礼
と
そ
の
変
遷
」
亀
古

代
日
本
の
対
外
認
識
と
通
交
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
聖
奈
良
県
立
福
原
考
古
学
研
究
所
編
『
飛
鳥
池
苑
池
遺
構
調
査
概
報
』

（
学
生
社
、
二
○
○
二
年
）
、
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
二
○
○
一

年
度
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
○
○
二
年
）
、
『
難

波
宮
跡
北
西
の
発
掘
調
査
」
（
大
阪
府
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
、

二
○
○
○
年
）
・

（
別
）
「
癸
未
年
」
は
四
四
三
年
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
『
歴
史
考
古
学
辞
典
」

（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
七
年
）
「
隅
田
八
幡
神
社
・
人
物
画
像
鏡
」

の
項
（
寺
西
貞
弘
氏
執
筆
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鏡
の
考
古
学
的

年
代
か
ら
も
五
○
三
年
説
が
妥
当
と
考
え
る
。
内
容
は
即
位
前
の
男

弟
王
Ⅱ
継
体
と
斯
麻
Ⅱ
百
済
の
武
寧
王
（
在
位
五
○
一
～
五
二
三
年
）

の
関
係
を
示
す
も
の
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

（
壷
山
尾
幸
久
「
朝
鮮
三
国
の
軍
区
組
織
」
会
古
代
朝
鮮
と
日
本
」
龍
渓

書
舎
、
一
九
七
四
年
）
・

（
亜
西
嶋
定
生
「
日
本
歴
史
の
国
際
環
境
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
五
年
）
。

四
一



（
師
）
狩
野
久
「
部
民
制
」
亀
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
」
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
○
年
）
・

（
聖
拙
稿
「
民
官
と
部
民
制
」
（
「
弘
前
大
学
国
史
研
究
」
三
八
、
二
○

○
五
年
）
・

（
聖
仁
藤
註
（
別
）
論
文
。
な
お
、
古
市
晃
「
王
名
サ
ザ
キ
に
つ
い
て
」
（
「
日

本
古
代
の
王
権
と
社
会
』
塙
書
房
、
二
○
一
○
年
）
は
、
『
姓
氏
録
』

左
京
皇
別
上
・
雀
部
朝
臣
条
に
「
諭
応
神
御
世
、
代
↓
一
於
皇
太
子
大

鶇
鶇
尊
ゞ
、
華
木
綿
擦
一
、
掌
一
監
御
膳
《
・
因
賜
レ
名
日
↓
大
雀
臣
」

と
、
御
膳
奉
仕
の
伝
承
が
あ
る
の
で
、
「
雀
王
ア
」
（
雀
部
）
は
仁
徳

の
王
宮
に
奉
仕
す
る
集
団
と
し
て
成
立
し
、
六
世
紀
末
の
崇
峻
朝
ま

で
存
続
し
た
と
見
る
が
、
む
し
ろ
表
４
の
崇
峻
Ⅱ
長
谷
部
若
雀
（
「
古

事
記
」
）
に
奉
仕
す
る
雀
部
を
遡
及
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
よ

い
で
あ
ろ
う
。

（
帥
）
註
（
５
）
ｃ
拙
稿
。

（
例
）
東
野
治
之
「
法
隆
寺
金
堂
四
天
王
の
光
背
銘
」
（
註
（
７
）
書
）
は
、

持
国
天
・
多
間
天
（
七
世
紀
半
ば
の
作
品
）
の
「
片
文
波
臣
」
を
「
汗

久
波
臣
一
と
読
み
、
的
臣
の
こ
と
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
北
村
文
治
「
カ

バ
ネ
の
思
想
と
姓
の
制
度
」
含
大
化
改
新
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
○
年
）
が
唱
え
る
カ
バ
ネ
制
の
成
立
を
七
世
紀
と
す

る
見
解
に
対
し
て
、
「
百
済
本
紀
」
に
依
拠
す
る
欽
明
紀
の
烏
胡
破

臣
（
的
臣
、
欽
明
五
年
三
月
条
）
な
ど
に
も
留
意
し
て
、
六
世
紀
の

カ
バ
ネ
史
料
を
再
評
価
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
舵
）
註
（
３
）
拙
稿
。
杖
刀
人
某
の
子
孫
が
武
蔵
国
造
に
つ
な
が
っ
て
い

（
付
記
）
本
稿
の
要
旨
は
二
○
二
年
一
二
月
一
○
日
九
州
史
学
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
倭
王
は
何
を
学
ん
だ
か
ｌ
東
ア
ジ
ア
世
界
と
倭
の
変
容
ｌ
」

に
お
い
て
、
「
五
世
紀
の
銘
文
刀
剣
と
倭
王
権
の
支
配
体
制
」
と
し

て
報
告
し
て
お
り
、
そ
の
準
備
原
稿
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

く
と
す
る
と
、
武
蔵
国
足
立
郡
を
本
拠
と
す
る
律
令
制
下
の
武
蔵
国

造
氏
は
丈
部
直
↓
武
蔵
宿
禰
を
称
し
て
お
り
、
杖
刀
人
↓
丈
部
と
い

う
人
制
か
ら
部
民
制
へ
の
転
換
や
武
蔵
国
造
の
成
立
を
経
て
、
丈
部

の
統
括
者
た
る
伴
造
的
国
造
と
し
て
丈
部
直
賜
姓
に
与
る
と
い
っ
た

展
開
過
程
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
丈
部
に
つ
い
て
は
、
佐
伯

有
情
「
丈
部
氏
お
よ
び
丈
部
の
研
究
」
、
「
武
蔵
の
古
代
豪
族
と
稲
荷

山
鉄
剣
銘
」
含
日
本
古
代
氏
族
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五

年
）
を
参
照
、
な
お
、
拙
稿
「
武
蔵
国
足
立
郡
司
武
蔵
武
芝
と
そ
の

行
方
」
含
日
本
律
令
制
の
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
三
年
）
も

参
照
さ
れ
た
い
。

四
一

一


